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1　 は　 じ　め　に

　 わが国 の 肢体不 自由児を対象と し た 公立学校の 設置 は、他 の 障害児学校 の そ れ よ り遅 く，昭和

7 （1932）年設置の 東京市立光 明学校が最初 で あ る 。 同校は ，戦前 に お け る唯一 つ の 公立学校

として幾多 の 困難 に耐えなが ら，そ の 重責を果た した 。 同校の 設置が背景 とな り，茨城 ．大阪 ，

熊本あ る い は三 重な どの 各府県で も肢体不 自由児学級が 設 け られ ，戦前 に は 14学級 。100 名前
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （li

後の 児童が教育 された 。 い ずれ に して も，戦前に お ける肢体不 自由教育 は限 られ た地域で 少数

の 限 られ た児童 に対する教育に終止 して お り，公教育と して 真に そ の 態様を整備 ・確立 す る の

は戦後を待た ねばな らなか っ た と言 えるだ ろう 。

　
一

方 ，収容 ・保 護を主体 と した救護施設は ，明治期に既 に 開設されて い た 。 例え ば ，明治36
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔2｝

（1903）年 t 富士育児園 （静岡県）が開設され ，精神薄弱児や 肢体不自由児を収容 ・保護 した 。

　明治末期に は ，整形外科学が発足 し，肢体不自由児へ の 医学治療が 進展 す る 。 こ う した進展

を背景 に ，大正 期に 入 っ て 医療 と教育を併せ施す療育施設 の 開設が模索 され る。こ の 医療 と教

育を併せ施す療育施設を最初に 開設 した の が ．元体操教 師の 柏倉松蔵 （1882− 1964）で あ
？

た 。

東京大学 医学部整形外科学教室 の 全面 的協力に よ っ て 開設 され た柏学園 は ，わ が国 の 肢体不 自

由療育事業 の 嚆矢で あり，教育面で も近代的な肢体不 自由教育の 先駆的役割を果 た した の で あ

る 。
1

　以 上か ら もうかがえ るよ う に ，肢体不 自由教育 を通史的 に 概観 する に 当た っ て は ，前述 の 光
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明学校 は勿論の こ と，こ の 柏学園の 教育実態 の検討 な くして そ の 全体像 を明 らか に す る こ とは

不可能 な わ け で あ る 。
こ う した 点か ら．こ れ まで に 多 くの 研 究者が ，こ の 柏学園の 全容 を明 ら

か に しよ うと取 り組 ん で きた 。 そ の うち ，本稿 と特に 関 連が あ ると思 われ る報告 に は ，杉浦守

邦 の 「柏学園に 関す る研究」 （1978 ，1979 ，1980，1985）や 中川一彦 の 「柏倉松蔵 を育 て た 日

本体育会 体操学校」（1980）及び 「柏倉松蔵 の 医療体操に関 す る考 え方」 （1983） が あ る 。
こ

れ らの 報告は ，いずれ も日本特殊教育学会 に で報告 された もの で あ る 。 本稿 は，こ れ らの 報告

を重要な資料 と して ，さらに体育史的視点か らも追試的検討を加え ，同学園 にて実践 され た肢

体不 自由児 の ため の体育教育をよ り明 らかに しよ うと意図 した もの で ある 。

皿　 研 　究 　目　 的

　本稿 は ，柏学園開設時以前 に お け る肢体不 自由児 の 教育 的処遇問題 に も検討を加 え，柏学園

に お け る療育の なか で 実践 され た体育教育を検討 し，そ の 史的意 義の
一

端を明 らか に しよ うと

す る もの で あ る 。

皿　研 　究 　方　法

　本稿で は ，柏倉 の 唯一
の 著書で ある r肢体不 自由児 の 治療 と家庭及学校』，柏学園 の 各年報 ，

『日本特殊教育学会各回大会発表論文集』 諸報 告 ，『医事年報』 諸報告 ，r児童研 究』 ・ 『日

本学校衛 生』 ・ r大 日本私立衛生会雑誌』 ・r体育研究』 な ど の 誌上諸報告 な どを主要 な史 ・

資料と して 検討し，教育史 ・障害児教育史 ・体育史 ・体操史な ど の 歴史書 ，そ の他 障害児教育

に 関す る諸文献を重要な参考資料 とする 。

IV　結 果 と 考 察

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 【3｝
　 1． 肢 体不 自由教育前史

　 1） 制 度 的変遷 の 概観 一 就学 猶予 ・免除制 を中心 に

　 わ が国 の 公教育制度を規定 した最初の 法令 は ，明治 5 （1982）年に頒布 され欧米の 教育制度

を範 と した 「学制」で あ る 。 周知の よ うに ，こ の 「学制序文」（「学事奨励に 関す る被仰 出書」）

に 「
一

般 の 人民 華士族農工 商及婦女 子必 ず邑 に不学 の 戸 な す家 に 不学 の 人 な か ら しめ ん事を期
　 ｛41

す」 とあ り，「学制」 は四民 平等の 国民 皆学を標榜 し て い た の で あ る 。 ま た ，そ の 第二 十一章
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 15）
の 末尾 に 「其外廃人学校 ア ル ヘ シ 」 と規定 され ，障害児 の た め の 学校設置 の 発想 もみ られ た 。

しか しなが ら，国家主義的な富国強兵策とは無 縁の 障害児 に対する国家的 ・ 教育的関心 は低 く，

以 後 こ の 規定 に基づ い た廃人学校 は設置されなか っ た 。

　 わが 国 の 義務教育制度 は 明治 10年代以降徐々 に 整備 されて い くが ，そ れとともに 富国強兵策

も推進 さ れ て い っ た ため ．就学猶予 ・免除 の 規定の 明確化 も示す よ うに ，肢体不 自由児 も含 め

た障害児 の 教育軽視の傾向は漸次強ま っ て い っ た 。 「学制」 で は ，不就学 は届 出制 （第十二 章）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t6｝
で 就学猶 予 ・免除の 規定 は なか っ た 。 しか し，明治 12 （1879）年 の 「教育 令」 に は ，「事故 ア

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛7〕

リテ 就学 セ シ メ サ ル モ ノ ハ 其事由 ヲ学務委員 二 陳述 ス ヘ シ 」 （第十五 条） と規定 され た。翌 13
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（1880）年児 童就 学の 飛躍的 拡大を 期す た めに 「教育令」 が 改正 され ，そ の 第十五 条但 書の 趣

意 に基づ い て ，同14 （1881）年 1 月 「就学督責規則起草心得」（文部 省達第 3 号 ）が制定 され ，

当局の干渉督励が強化 され た 。 そ こ には ，不就学が 認め られ る 「不 得己事故」 や 「相 当ノ 理 由」

に つ い て の 具体的内 容が 明示 され て い た 。 すな わ ち ，小学科三 力年 の 課程を終え な い 学齢児童

の 場合に は ，厂一疾病 二 羅 ル 者　一親族疾病 二 羅 り他 二 看 護 ノ 人 ナ キ 者　一廃疾 ノ 者　 一一家
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 18〕

貧窶 ノ 者　但此 等 ノ者 ヲ待 ツ ヘ キ学 校ノ 設 備ナ キ場合 二 限 ル 」 の 4 項の い ずれ か に 該当 する児

童 は ，不就学が認 め られ る と した 。 こ の 規 程が 発 端と な り，同19 （1886）年 の 「小学校 令」 で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛9J

は ，「疾病家計困窮其他止 ム ヲ 得サ ル 事故」ある もの の 就学猶予が規定 され，さ ら に 同23（1890 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tt鵬

年 の 「小学校令」 で は ，就学猶予 に 加 え て 就学免除 も規定 され た。ま た ，同33 （190D）年 の

「小学校令」で は ，「瘋癲 白痴又 ハ 不具廃疾」は 就学免 除 ，「病 弱又ハ 発育 不全」 は就 学猶予
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ao

と し，「貧窮 」 児童 の 就学 は免除 ま た は猶予 と規 定 され た の で あ る 。

　 以上の よ うに ，わが 国で は ，義務教育制度の 確立過程で 障害児の 就学猶 予 ・免除の 規程 が 顕

現 ・強化 され て い き，「不 具廃疾」 に属 す る と考え られ て い た肢体不 自由児 は ，法 規 上 就 学免

除 該当者 と して 取 り扱わ れ ，義務教育の 対象外に 置 かれ た の で あ る。

　 こ うした教育制度下で ，慈善事業的理念か らで はあ っ た が ，明治 8 （1875）年京都で 聾教育

が ，次 い で 盲教育が 開始 され る。ま た ，義務教育制度の 充実発 展 に伴 っ て の 就学率の 向上 と租

ま っ て ，明治23 （1890）年 長野県松本尋常小学校 で 「落第生学 級」が 開設 され ．翌年 に は長野

尋 常小学校 に 「晩熟生学級」 が設 け られ る 。 こ の 「落第生」 や 「劣等児」 あ る い は 「低 能児 」

と呼ばれ た児童に対 して適切な教育を施そ うと い う意図が ，精神薄弱児の 教育へ と発展 して い っ

た 。 そ の 間 ，こ こ で問題 に しよ う と して い る肢体不 自由児 の 就学 も，上 記 の 児童 ら に 混 在す る

形で 顕現化 して い っ た の で あ る 。

　 2） 肢体不 自由児就学 の 顕現化

　乙竹岩造 の 報告 に よれ ば．幕末時の 寺小屋 就学 に お い て ，「不具廃疾」 は 「不就学 の 事由」

ともな っ て い たが ，「盲 ・聾 ・唖 ・不具児 の 寺小屋 に 通 っ た もの の 存外多か っ た 」 とい う 。 明

治初 年 に お い て は ，こ う した傾 向は続 い た もの と考 え られ ，軽度の 肢体不 自由児 も健常 児 とと

もに 少数 な が ら小学校 に 就学 して い た もの と推察で きる 。 しか し，明治 10年代か ら同30年代に

か けて は ，就学猶予 ・免除の 規定の 強化な ど もあ り，当局 の 就学督責に もかか わ らず肢 体不 自

由児の 就学 は ほ とん どみ られな くな る 。

　明治末期 に は ，就学率 の 向上を背景 に 「劣等児」 あ る い は 「低能児 」教育が 全国的 に 問 題化

し，そ の 就学児童 中に 「不具児」 と呼 ばれ た肢体不 自由児 も混在 して 就学 して い る こ とが確 認

され る。以下 ，そ の 事例 の 若干を掲 げる。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

　学校生徒の 身体検査成績

　東京市各区の小学校医が 男生徒62，898人 ，女生 徒60，132人 に 対 し，身体検査 を行ひた り しに ，

其成績は 左の 如 くな りしとい ふ 。

病

眼

耳

う

｝

種

疾

疾

歯

男　生 　徒

　 7，640

　 4，093

　45．685

女　生　徒

　 6，941

　 3，187

　 43，783
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　 　 一 ，全　身　病

　　
一 ，神　経　病

　 　 一 ，血 行 器 病

　　
一 ，呼 吸 器 系

　　
一

，消 化 器 病

　 　 一，外　被　病

　 　
一

， 運 動 器 病

　 　一 ，泌尿器及生殖器病

　　
一

，畸　　　形

　 　一 ，雑

　 　 　 　 　 　 　 凹

大阪市低能児調査

北 　野　与

2．678

　 19

　 2291

，5684

．9792

．418

　 56

　 11

　 489

　 363

2，368

　 19

　 3911

，1974

，8441

，022

　 22

　 17

　 390

　 272

　大阪市 に て は ，44年現在 の 全市小学校低能児及 び其取扱法 に つ き て 調査 せ しが ，即ち左 の 如

し。

一，低能 児童数　全市 児童数 尋常 88．965人高等 7，023人中

　　 　　 　　 　　 低 能 　 白 痴 　癲 癇 　具 　 計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （盲唖以外 ）

　尋常　男　　　　 1．204　　　　　 67　　　　　 19　　　　 201　　　　 1．491

　　 　　女 1，101 　 85 　 13 160 1 ．395

　高等　男　 　　　　　43　　　　 　 − 　 　　　　　 1　　　　 11　　　 　　 55

　　 　　女 43 − − 5 48

　広 島県 に於 ける低能児童数

　広島県 に 於て 調査 した る44年 4 月 1 日現在学齢児童中 ，不就学者数及び公私立小学校児童 中

低能児数 は左の 如 しと云 ふ

　不就学 児童数

　　 　　 　　 　 就学 を免除 され た る者

計，　

6519

糾

合

347

他　

3748

麗

其癇　
∩
081

　

1
　

　

2

癲痴　

167

　

336

白具不

605818

体

　

−

身唖　

−

の
07

　

　

　

　

聾

　

1

者　

留

5105

盲

　

1

予

　

　

数

猶

096170

童

鮮

112

児

　

　

　

能

男

女

計

低

計

167610937402

　

435344

具不体

7539

図

43

餌

52

身癇　

一

一

6929

癲痴　

2820206620

白能　

731720350231334343

低

男

女

男

女

男

女

ー

ー

ー

年

　
年

　
年

　

　

　
　

　

　

ヨ

常尋
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4年

陵
5年

陵
6 年

陵
高等 1年

陵
2 年

［婁
3 年

［髪
計

［髪
呉市 の 低能児

66301701811879

訓

22122

333322

2，2621

．878

2890521
　

　

　

1

1

0785

7368741

3

2n

δ

り
000

16726582431103837453211

　

　

　

66

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

42

　 466

　 377

　 409

　 661

　 349

　 259

　 108

　 47

　 39

　 15

　 　 3

　 　 12

．8342

，231

　呉市内各小学校 に於 け る児童 中に て低 能児及不具者を調査 した る と こ ろによ れば ，低 能児 は

男 115人女90人計205人不具者 に男 32人女28人計60人に して ，之 を学年別 に 示せ ば左の 如 しと云

ふ 。

低能児

不具者

男

女

男

女

1 年 　2 年 　 3 年 　4 年 　 5 年 　 6 年

407n

乙

9一

2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 a罰

新潟県の 異常児及其取 扱

066939

伺

97471 445111 8
尸
07

尸
D

ll 8843

　新潟市 に於 け る低能児童 等の 調査 及びそ の取扱法等 は ，前号に 之 を掲載せ しが ，今新潟県下

に 於け る調査 を得たれ ば左 に之 を記 す 。 公立小学校 （師範学校附属小学校 を も含 む）に 於 ける

児童 に して ，低能に属する もの 男3 ，187人女2．704人 ，白痴男136人女66人 ，癲癇男49人女 24人 ，

身体不具 （盲唖を除 く）男 443人 女289人合計男3，815人 女4．083人 あ り学年種別左の 如 し。
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　憐鴇県 に て調 査せ る所 に よ れば，同県下公私立 小学校児童 中低能児 ，白痴 ，癲癇 ，身体不具
圏

なる者等 の 数は左 の 如 くな りと云 ふ 。
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　　 　同 2学年

男　　　 　　　 2

女

　　 　同 3 学年男女計

男　　　　　　 2

女

　　 　計

男　　　　 玉，587

女　　　 　 1．388
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　 　 　 　 　 　 　 　 u9
岡山県低能児童教育

17置
Ond 7

尸
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1

300194

　岡山県に て は ，県下各小学校に於け る低能児童教育状態を調査 し，之を女子師範附属小学，

岡山市内小学校 t 和気郡各小学校の 実地取扱方法 に つ き報告 する所 あ りた り，尚ほ県下小学校

就学児 童中．低能者総 数男生1 ．912人女生 1，468人 に して ，之 を各学年別 に 示 せ ば左の 如 し。
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　各 県の 事例報告 は少な い の で 確か な こ とは言え な い が ．明治44 （1911）年 にお い て 盲 ・聾児

を除 く 「不 具児」 は ，就学児 童中尋常科約0．3〜0 ．4％ 程 度 ，高等 科約0．2〜0．3％程 度 就学

して い た もの と推測で きる 。 また ，前述の 乙竹の 報告 に よ れば，「明治四 十四 年四 月
一

日現在
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北　野　与

二 於テ 特殊 ノ 事情 ニ ヨ リ就学 ヲ免除 セ ラ レ 若 ク ハ 就学 ヲ猶予 セ ラ レ タ者 二 就 テ 見 ル ニ （中略）

不具児四 ，八 九四人」 で あ り，f明治四 十四年十 月一
日現在 （中略）盲聾唖 ヲ 除 ク 不具児が 二

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   22
万〇七百二 十五 人」 で あ っ た と い う。 こ の 数に は若干の 疑義もあ るが ，こ の 統計結果か らすれ

ば ，盲児 ，聾児を除 く 「不具児」 の 就学率は約SO％ の 高率で あ っ た 。

　 こ う した 高率は 、文部省 の 継続的 な就学督励策 ，明治40 （1907）年 に お け る 「小学校令」の

改正 と，そ れに伴 う文部省訓令第 6 号 「師範学校 規程 ノ 要 旨及施行上ノ注意」 に よ る特別学級

設置推進 策 な ど教育政策が影響 した もの と考 え られ る 。

　 3） 肢体不 自由児取 り扱 い の 実態

　 文部省は ，明治 45 （1912 ）年．障害児全般 に 関 して で あ るが ，「是等 に 対する教育方針若 し

くは 教授法 に就 き未だ一定 した る組織及設備 もな く，各府県共一般児童 と共に教授 し兎 も角 も

義務教育を終了せ しめつ 丶 あ る」 と報告 して い る。こ う した教育状況は ，肢体不 自由児 に つ い

て も同様で あ っ た 。 例え ば ，新潟市 で は ，「身体不具 の 取扱　一 ，不具者 は普通児童 と同一学

級に 収容す 。 二 ，不 具な るが ため行ふ 能は ざる科 目 に 対 して は之を行は しめ す ，例 へ ば体操 の

如 きは歩行す る こ と能 は ざる もの は ，之 を課せ ず ．又右腕若は左腕 の 伸び ざ る もの は ，伸 び ざ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 圏

る儘に て体操をな さ しむ 。 」で あ っ た。また ，広島県 で は ，「公私立小学校 に於け る低 能 ，白痴 ，

癲癇又は 身体不具な る児童は ，凡て 之を普通児童 と同一学級 に 収容 して 教授せ り，（中略）一，

発 育の 不 良感覚若 くは 運動機能の 障碍及 び疾病等 に 由 る もの は ，学校 医の 意見を徴 し家庭の 注

意 を促 して 栄養の 給与 ，治療を図 り．又運動遊戯を奨励せ り 。 」 で あ っ た。す なわ ち ，当 時報

告 された各県の 実態をまとめ ると，概略次の とお りで あ っ た 。

　   　肢体不自由児 は ．健常児 と同 じ学級 に在籍 した 。

　   　知的教科で は ，障害 に応 じて 個別指導 も行 なわれたが ，芸能科 ，特 に体操科は ，一部あ

　　 る い は全部免除 され た り，軽減 され た りした 。

　   学 校医の 指導 に よ り，家庭で の 栄養の 捕給 や治療問題 の 指導が行な わ れた 。

　 以 上 の よ うな状況が 大正期 ・昭和期 に入 っ て も続 い た もの と考え られ るが 、大正期 の 中頃か

ら昭和の 初期に か け て ，体操科に お け る免除児童 の 障害種別 と矯正指導該当児童の 障害種別 が

論議 され る よ う に な る 。 こ の 体育界 の 新 しい 動向 に っ い て ，若干触れ て お きた い 。

　大正 2 （1913 ）年 「学校体操教授要 目」 が公布 され ．学 校体操 の 主流は ス ウ ェ
ー

デ ン 体操 に

移行 す る 。 こ うした背景 もあ り，大正 期の 中頃か ら画一的体操指導の 反省が孵ば れ るよ うに な
   

り，同時 に 肢体不 自由児を も含 む障害児の 顕在化 と相 ま っ て矯正 （医療）体操 へ の 関心 が高 ま

る 。
つ ま り，運動 の 実施 に 関 して ，児童 の 心 身の 特質を 診断 し 厂学理 に基礎 を求 め て ，与ふ べ

きは正 し く，之れを与へ ，免除す べ きもの は之れを免除す る」 とい う指導姿勢が打 ち出 され ，

矯正 指導該 当児童 と体操免除児童 （運 動免除児童 と も称 した ） とが区別 され ，指導が行 な われ

た 。

　戦前の 矯正 （医療）体操 の 発展過程 に つ い て ，著者 は ，「日本に お け る心身障害 者体育 の 史

的研究 （第 13報）　 矯正 （医療）体操の 発展過程に つ い て
一

」（北陸体育学会紀要 ，第23号 ）

に よ っ て 報告 した 。 従 っ て こ こ で は そ の 詳細 は省略 す るが ，大正期以後の 同体操 の 発展状況の

概略 は ，次の とお りで あ っ た。

「ス ウ ェ
ーデ ン 体操移入時に は ，医療体操 の 関心 は 高 くな か っ た が ，

一
部関係者 に よ っ て そ め指導 の 必

202

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokurlku 　Universlty

日本 に お け る心 身障害者体育の 史的研究 （第14報） 9

要性が叫ば れ ， 漸次学校体育 が 啓蒙 されて い っ た 。 そ の 背景 に は，明治末期か ら大正期 に か け て の 就学率

の 向上 に よ る異常児や 虚弱児 の 顕現化，それ に 伴 う学校衛生 の 整備 ・充実 ，あるい は 整形外 科学 の 進展 な

ど が あ っ た 。 当初医操体操は
， 整形外科的疾患 ・障害以外 の 疾病 に 対す る 運動療法的体瀞

が 主 で あ っ た が ，

大正期 ，特 に 後半期 に 入ると，整形外科的疾患 ・障害 の 軽症者 に 限定 されて 実施 された 。」

　 「昭和期 に 入 る と，医療 と教育 の 果すべ き役割 が 明 らか と な り，当初 の 医療体操 と異 な っ た 姿勢矯正中

心 の 矯正体操 へ と変容す る。また ，そ れは ，虚弱児教育面 か ら学校衛生上 の 問題 と して と らえ られ ，そ の

指導が本格化 した 。 なお昭和10年代 に は
動
矯正体操導入初期 の 個性尊重 の 思想は消滅 し ， 国防力増強論を

背景と した 体力の 国家的管理思想が強調 された。」

　 以上の よ うに ，大正 期の 中頃まで 体操を免除 され た 児童 の うち ，疾病 ・障害 の 軽症児童 に 対

して体操指導 の 手が ，若干で はあ るが ，差 し伸 べ られ た の で あ る 。

　論議が前後 するが ，矯正体操の 指導開始 と体操の 免 除は ，決 して 同時的 に 生 起 した わ けで は

な か っ た 。 当初具体的 な基準 に 照 らすこ と な く免除 （見学 ）が 実施 され て い く過程 に お い て ，

西欧 の 矯正 体操 と体操免除基準 の 導 入があ り，矯正可能児童 と体操免除児童とが 区別 され て い っ

た の で ある 。 当初 の 事情 は先 に述 べ た文部省調査 によ る各県の 報告や ，大正 2 （1913）年の 文
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

部省 に よ る学校衛生問題調査 に よ っ て も明 らかで ある 。 体操免除 の基準は整形外科学の 導入と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

と もに西欧 （ド イ ツ ）か ら導入 され た もの と思 われ るが ，そ の 普及に貢献 した の は柏倉を 初め ，

田辺 ・石丸 ．真行寺 ら体育指導者た ちで あ っ た 。 彼 らは，体操免除児童の なかに 矯正可能な児

童が 多 く在在 して い る こ とを 指摘 し，体操免除の 基準を提示 する と と もに矯正体操適 用 の 必 要
　 　 　 　 　 　 　 　 　 鋤 田  

性を強調 したの で ある 。 なお ，こ の 体操免除は．東京市 に よる 「学校に 於 け る不具児童 に 関す
　 　 　   　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 剛

る調査」や吉田章信 の 「疾病異常通 学者の 鍛錬に就て 」 の 報告 も示すよ う に ，昭和10年代 に 入 っ

て も続い た こ とを 付言 して お きた い 。
つ まり，健常児 と と もに 在学 した軽症児以外の 多 くの肢

体不 自由児 に体操免除が適用 され ，彼 らは体育指導 の 圏外 に 置かれ たの で ある 。

　 2． 柏学園の 創設 と経営の 概要

　柏学園は ，わが 国最 初の 肢体不 自由児を対象と した療育施設で あり，大正 10 （1921）年 5 月

1 日柏倉松蔵が 東京帝国大学整形外 科教室教授田 代義徳の 指導 と援助 を得 て ，東京市小石川区

大塚仲町 に て 設立 され た もの で あ る 。

　 柏学園及 び そ の 創設者 に 関す る研究報告の 主 な もの を 挙げ る と，学会発表報告で は ，杉浦守

邦及 び中川
一

彦の 報告があ る。杉浦 は，柏学園 の 開設時か ら閉園に 至るまで の 経営実態に 触 れ ，

柏倉夫妻 の 生涯 に つ い て も詳細 に報告 し，本稿で 検討 しよ うと して い る医療体操 や 訓練 具に つ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   跚 ［411働
い て の 概要を報告 して い る。ま た ，中川 は ，柏倉 が 「医療体操 へ の 関心を い だ き，肢体不 自由

児 の療育を追い 求め るよ うに な っ た」背景や柏倉の 「医療体操 に関 する考 え方」 な どに つ い て

　 　 　 　 　 幽 鱒

報告 して い る 。 さ らに雑誌論文報告で は ，蒲原宏 の 報告 が あ り，蒲原は柏倉夫妻の 生涯を詳論
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 闡   觚

し，同学園の 設立 とそ の 経営状況に つ い て 報告 して い る 。 な お ，単著 と して は ，宇留野勝弥の

『肢体不 自由児 の 父柏倉松蔵 さん」 が あ る 。 宇留野は ，柏倉 の 履歴や柏倉の 著で あ る 『肢体不
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   冊

自由児の 治療 と家庭及学校』 の 一部 を紹介 して い る 。 そ の 他 ，断片的に 触れた もの として ，全
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

国肢体不 自由養護学校長会 （編） の r肢体不 自由教育 の 展望 』，石部元雄 の r肢体不 自由児 の

　 　 励　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面

教 育』 や 村 田 茂 の r日本の 肢体不 自由教育
一

そ の 歴 史的発 展 と展 望』 な ど ，多 く の 著が あ

る 。 これ らは ，い ずれ も柏学園の 創設に 係わ る問題や そ の 歴史的意義 に つ い て も論述 して い る 。
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一

　こ の 項で は ，当然なが ら こ う した 先行研究 を重要 な史 ・資料 と して 取 り扱 うが ，柏倉の 設立

の動機 ，あるい は動機 と関連性の あ る医療体操や肢体不 自由児 の 療育 に 関心 をい だ か しめ た背

景な ど ，従来若干の 疑問を生起せ しめて い た諸点 に 関 し，さらに検討を加え て み る こ と に し た

い 。

　1） 設立 の 動機 と医療体操指向の 背景
　 　 　 　 　 　 　 尉

　宇留野 の 報告に よ っ て 柏倉 の 履歴 をは じめ に紹介 して お こ う。 こ の 履歴 に も ，動機問題 を解

く鍵が存在 して い るよ うに 思 われ るか らで あ る 。

本　籍　　山形県 南村山郡上山町鶴脛 町429

　　　　　士族　　　　　　　　　柏倉松蔵

　　　　　　　　　　　　　　　 明治 15年 4 月 9 日生

現住所　　岡山市内山下93 三 谷 方

学業任免賞罰

明治29年 10月 よ り33年12月 ま で 同町伊藤丹吾氏 につ き，国漢 ，数学を修む
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同

同

同

同

同

同

大

同

南村山郡私立教員講習会修 了

山形県連合教育会夏季講習会修了

日本体育会体操学校高等本科卒業証書を受 く

東京市阪本 小学校代用教 員 を 命 ぜ られ る ，2 級上俸東京市役所

無試験師範中学高等女学校体操科教員免許状を文部省 よ り受 く

2 ケ月間私立東京中学院 に 於て 動物学を修む

無試験東京府小学校体操科教員免許状 を 受 く

東京市阪本小学校訓導に任ぜ られ ，
4級下俸給与 ，専科正教員勤務

東京市教育会体操講習会修了

東京市教育会応用心理学講習会修了

私立立教申学校教師を命ぜ られ る

東京府立第
一

中学校助教諭 に 任ぜ られ ，7級俸給与 ，兼舎監補助　東京府

神奈 川 県 へ 出向を命ぜ られ る　東京府

神奈 川 立第三 中学校助教諭 に 任 ぜ られ ，6級俸給与 ， 神奈川県

東京体操遊戯 研 究 会冬 季講習会修了

岡山県へ 出向を命ぜ られ る　神奈川県

岡山県師範学校教諭 に 任ぜ られ，10給俸給与 ，岡山県

呉海兵団信号法講 習 会修了

岡山県師範学校兼任舎監　加俸月額 5 円給与 ，岡山県

9級俸給与 ，岡山県

岡山県教育会体操講習会 修 了

岡山県教育会修身科講習会修了

8級 俸 給与 ，岡 山県

同 年 9 月 よ り 7 年 9月 に 至 る 4 ケ 年間私立盲唖 学校教師 葛山覃氏 に っ き按摩術 （マ ッ サ
ージ術を含む）

　　　　　　　　及学科を修業す

同 6 年 8 月31日　 7 級俸給与 ，当分 42円　岡山県

同 7 年 7月 24日 　 3週間体操競技講習会終了 ， 文部省

同　年 11月 8 日　按摩術甲種試験合格証書を受 く　徳 島県

同　年12月13 日　 6 級俸給与 ，岡 山 県

同　年 12月 13日　公立学校職員分限令第 8 条第 1 項第 5 号 に 依 り休職 を命ぜ られ る，岡山県
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同　年 12月 20日

同 8 年 7 月10日

同　年 7月10日

同 9 年 5 月 14日

同 10年 3 月31日

同 12年10月 1 日

同13年 7 月10日

医療体操研究の た め東京帝国大学医学部整形外科田代教室 に入 り研究す

東京帝国大学医学部雇を 命ず ，月給金 15円給与 ，東京帝大医学部

附属医院勤務を命ず，東京帝大医学部

年額金 150円の 退隠料証書を受 く，文部大 臣

月給金 33円給与 ，東京帝大医 学部

普通 恩給年額340円給す，内閣 恩給局長

医療体操及びマ ッ サ
ージ法　大正 7 年12月よ り12年 7 月まで 本大学医学部整形 外科教

室 に お い て 研究せ しこ とを証す，東京帝大医学部教授 田代義徳

　柏倉の 学園設立 の 動機 に つ い て ，前述の 先行研 究の す べ て は ，彼 の 唯一の 遺作 と な っ た r肢

体不 自由児 の 治療 と家庭及学校』 を中心 に 検討 した もの で あ っ た 。若干長 くな るが ，そ の 主要

箇所を次 に掲げる 。

　 「さて ，私 は ， 自分 も体操教師 に な っ て か らもう10年 に な る 。 しか し ， 目分 の 教え て きた体操が 果 して

どれ だ けの 効果をお ざめ たか ，とい う反省 と疑問が起 っ て きま した。効果があ っ た に して も，こ うだ，と

は っ きり言 い 現わす自信 が あ りませ ん 。考え て み れば ，自分が 学校 で 教 わ っ て きた ままを，何 の 工 夫 もな

くや っ て き た だけで す。こ れで は い け な い と考 え ま した。

　それか ら，もう
一

つ 私が心 に かか っ て ならなか っ た の は ，ど こ の 学校 に 行 っ て も，体操の 時間 に な る と，

足 や手の 不 自由 な子供 が き っ と一
人 や 二 人 は い て ，運動場の 隅 に し ょ ん ぼ りして い る こ と で した 。 私 は ，

そ の 不幸 な 子供 た ちの 淋 しい 姿が ，元 気に体操す る 子供た ち と対照 して 余りにも傷々 し く胸に刻み っ け ら

れ て 忘れ られ な か っ た の で す。 あ の 身体の 不 自由 な子供 た ち は ，どん な風 に 生成 して 社会 に 出 て 行 くの だ

ろう，そ ん な こ と を考 え る と，私 は ，あの 不幸 な子供 た ち をあの まま放 っ て お い て は い けな い ，何 とか し

て や らな けれ ば ，と い うこ とが 常 に胸 の 中 に あ っ た の で した 。

　そ の 頃，私は r医療体操 』 と い う言葉を 耳 に しま した。しか し，誰に た ず ね て も分りませ ん 。 何 で も外

国 へ 留学し た 医者や特殊教育の当時大家と言わ れ る方が言 っ て い る ら しい の で ，早速 ，そ の 関係 の 方面へ

問 合 わ せ て み ま した が ，は っ き り した こ と は ，や っ ぱ り分 りませ ん で した 。 が
，

お ぼ ろ げに 相像 さ れ た こ

と は ，学校体操 の よ うに ，生徒 と教師が遠 く離れて や るもの で はな く，教師が直接生徒 の 身体 に 手 を触れ

て す る体操運動 だ ろう と い うこ とに気がつ い て い た。

　もと もと体操 と い うもの は ，全身運動 に よ っ て 身体 の 血液 の 循環を よ くし， 身体 の 各部分 を均等 に 発育

させ る こ とが目的で す 。 しか し自分の 毎 日教えて い る 体操が ，そ の 目的を果 して い る の か ど うか ，自分 で

も分 らず に ただ漫然 とや っ て い た 当時 の こ とを思 い 返す と，恥入 るばか りで す。」

　 「あ る 日，私は治療室で ，は じめ て 医療体操を 行 っ て い るの を 見 ま した 。

一
目見て ，自分が長年独 りで

考え て い た こ とと全 く一致 して い る の に 安心 した 思 い で した 。

　医療体操 と い うの は筋肉や 骨格 を矯正治療 し，マ ヒ して 動かな くな っ た手足を ， 体操運動 に よ っ て 動 く

よ うに す るこ とな の で す 。

　だ ん だ ん ，患者 に 接す る うちに 医舞体操 の す ぐれ た 効力 に 驚 くと共 に ，治療 に 対す る 自信 が で き て きま

した 。 とこ ろ が，困 っ た こ とは ，こ れ は 前 に も
一

寸記 しま した が ，患者が 医療体操をす る の を喜ば な い の

で す。外科医 の 治療を受け る と，体操をす っ ぽ か して ，さっ さ と帰 っ て し ま うの で す。こ れ で は外科的治

療 の 効果 を あ げ る こ とが で き ま せ ん。何故か と い い ま す と，手 足 の 治療 と い う の は他の 病気 と ち が っ て ，

例 え ば俗 に い う盲腸炎 の よ う に 虫様突起 を 切 っ て しま え ば 治る と い うもの で は な い の で す 。 曲 っ た 足 の 筋

を 切 っ て ま っ す ぐに して も，そ れ で 治 っ た とい うわけに は行 か な い 。 そ の 足 で 歩け る よ うに な る た め に は ，

手術後 の 体操 運 動 が 絶対的 に 必要 な の で す 。

　とこ ろが ，こ の 体操は努力を要 します の で 誰 も好 み ませ ん。大人 は 話せば分 る か らよ ろ しい が ，子供 に
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北　野　与　一

は 全 く弱 りま した 。
マ

ッ サ
ージの ベ

ッ ド に ねかせるまで が ， まず大 へ ん で す 。

　 rい い もの を買 っ て あげるか らね 。』 とい うような こ とを，付添 い の 母親が い っ て は ，な だ め すか して ，

よ うや くベ
ッ ドへ ね か せ る。マ

ッ サ ージを は じめ る と，痛 くもな い の に 泣き出す 。 す る と ，もう母親 の 方

が お ろ お ろ して体操な ど は しな い で 帰 っ て しまうあ りさまで した。

　こ うい うあ りさ ま を 見 るた びに ，私は ，こ の 子供た ちを甘 や かす母親 た ちは ，果 して 本 当 に 子供 の 病気

を治 して や りた い と考 え て い る の で あ ろ うか と ，腹の 立 つ こ と も あ りま した。しか も こ れ は 7 人 や 二 人 で

はない 。

’
ほとんどの 母親がそ うなの で す 。 日本 の 母親は何 と甘 く，弱 い の で し ょ うか 。

　こ の 時 ．私 は ，ふ と考 え た の で した。こ の 子供 た ちは
一

ケ 所 に 集 め て 医療体操 さ せ た ら ど うだ ろ う 。 そ

れ も病院風 に で は な く，学校風に ，治療の あ い まに は 遊戯 もさせ ，学科 も教 え よ う。 そ うすれ ば
， 子供 た

ち も楽 し い ふ ん い きの 中で 体操もす る よ う に な る の で は なか ろ うか
……

。

　私 は た の しい 夢 に も似 た こ φ思 し〕つ き を 田 代教授 に お 話 して み た の で す。

　す る と 田代先生が い わ れ るの に は ，

　 rそ れ は い い こ と だ 。 もう欧米の文明国で はす で に立派に や っ て い る 。 私も実は そ れを や りた い 考 えも

あ っ た。お 前が や るな らば 出来 る限りの 後援 は して や ろ う。 』

と，非常 に 激励 されま した 。 私は ，こ の 田代先生 の 激励を受けて ，大 い に 心が動 き，や っ て み よ うとい う

気に な りま した。」

　 以上 に は ，明治末年か ら大正初期にか けて の 学校体操 へ の疑 問 ，体操免除の 肢体 不 自由児の

存在 ，並 びに 東京大学医学部 に お ける治療室の 治療状況 と田代義徳教授 と の 係わ りの な か で の

学 園設立 の 発願状況 な どが記 され て い る 。 従来の 報告の な か に は ，こ の 三 つ の 事項 があ牟か も

学 園設立 の 動機 とな っ たか の よ うな報告 もみ られ る 。 柏倉 は ，rr医療体操』 に つ い て 知 りた い

と願 い なが ら，詳 し く知 り得な い で い る う ち に ，ふ と ，マ ッ サ
ージ とい う もの に 思 い 至 り」，

岡山市の 私立盲唖学校教師葛山覃の 指導を受け ，マ ッ サ
ー

ジ師の 検定試験に 合格す る 。 そ の 時

点 に お い て 彼は t 「万一
の 時に は天下晴れて マ ッ サ

ージ師が開業で きる 」 と考 えて お り，さ ら

に ま た ，東京大学医学部整形外科教 室に入 っ て さえ 「研 究の 上 は ，こ れ を学校体操 と併 用 す る

考 えで あ りま したか ら，再 び学校 へ 帰 るつ もりで い た」 と述べ て い る。 つ まり，学校体操 へ の

疑問 と体操免除児童の 存在 は ，医療体操 へ の 研究動機とな っ た もの と考 え られ るが t 設立 の 動

機 と して は副次的な もの で あ っ た と考え るべ きで あろ う 。 従 っ て 直接的な動機 は ，東京大学医

学部整形 外科治療内 ICお け る 児童 （幼児 ） に 対す る医療体操の 施術事情で あ っ た と言え る の で

あ る。な お ，付言すれ ば，こ の動機を具現化 させ た背景 に ，同前教室 の 田代教授 の 激励 と援助 ，

並びに 小 学校教 師で あ っ た妻 と くの 賛同が あ っ た の で ある 。

　次に ，柏倉が 医療体操へ の 関心 を 高め て い っ た事情 に つ い て ，中川の 報告 を 中心 に再検討 し

て み た い 。 中川 は ，「柏倉松蔵を育て た 日本体育 会体操 学校 」 に お い て ，「体操教 師で あ っ た

柏倉松蔵 が ， 何 故 ， 学校体操へ の 疑 問を い だ き ，運動場 に し ょ んぼ りして い る足 や手 の 不 自由

な子供 に心 を痛め ，片隅に お かれて い る身体の 不 自由な子供 達へ の 体操 として ，医療体操 へ の

関心 を い だ き，肢体不自由児の 療育 を追 い 求め る よ う に な っ たか 」 に つ い て 明 らか に しよ う と

した。そ の 結論は ，次の とお りで あ っ た 。

’

　 「柏倉松蔵を して 学校体操 に 疑問を い だか せ ，医療体操や肢体不 自児 の 療育 に 関心 をい だか しめ る に 至 っ

た もの は ，彼が ，子供 の 頃，身体が あま り丈夫 な 方 で は な か っ た こ と ，
“

不 具者 に 対す る 同情 の 念 は 日
一

日 と深刻 に な っ て くるばか りで あ ります 。

”

とい う個性 ，さらに は ，体操学校同窓会設立 に 参加 した こ と
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な どか ら伺 い 知 る こ との で き る積極性 に 支 え られな が ら，啓蒙主義的教育理念と汎愛主義教育 の 流れを く

む リ ン グの ス エ
ー

デ ン 体操 を ，わが 国へ 伝承 した 日 本体育会体操学校 に 学 び ，加納久宣 や 川瀬元 九郎 な ど
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6m
の 影響 を 受 けた こ と に よ る もの で ある 」

　 柏倉を して 学校体eelC疑 問を い だか しめ ，医療体操 の 目を向 けさせ ，肢体不 自由児 の 療 育に

つ い て の 関心 を 高揚 させ て い っ た背景 に関 して ．中川 は ，柏倉の 生 来の 体質 ・性格及 び 母校で

あ る B 本体育会体操学校の 影響があ っ た と報告 して い る 。

　 人間 にお け る活動の 発現過 程には ，こ うした個人的要素が強 く影響する もの と考え て よ い だ

ろ う。 先の 柏倉の 報告か らも．彼 の 体質や 性格が こ の 問題 に 対 して 強 く影響 を与 えた こ とは明

らかで あ る 。 レか しなが ら，母校の 日本体育会体操学校に お け る加納や川 瀬ら の 教育的影響に

つ い て は ，資料不足 もあ り，若干疑問が残 るよ うで あ る 。 ともあれ柏倉の 学校体操 へ の 疑問や

反省を生起せ しめ た 事情を，単に 肢体不 自由 児 の 存在 や彼 の 個 人的事情に の み限 定 して 考え る

こ とは ，早計 の よ う に 思われ る。なぜな ら．こ の 疑問や 反 省が生起 した の は ，彼が体操 科教員

とな っ て 10年後の 明治末年か ら大正初年 に かけて の こ とで あ り，こ の 時期 は ，教育上 あ る い は

体育上 大 き な変革が 行なわ れ た り進展 がみ られ た時期で ，こ うした教育的な影響 も い くつ か 考

え られる か らで ある 。

　 そ の 第
一

は ，就学率の向上 を意図 した教育的環境 の 変容の 影響で あ ろ う。 第三 次小学 校令の

もとに おい て ，就学義務 に 関する法規が著 しく整備 され，就学督励 に 関す る規定 も強化 され る 。

一連 の 当局 に よ る就学督促方策や ，
そ の後の義務教育年隈 の 廷長 （明治41＜ 1908＞年 4 月よ り

6 力年と な る） に よ っ て 就学率，あ る い は実質上 の 就学率 と言え る通学率 （日 々 出席児 平均数

／学齢児童 数〉が急激 な上昇 をみせる 。 すなわち，明治末年 に は就学率が 98％を越え ，大正初

年 には通学率が 90％台を示 すに至 っ た の で あ る 。 柏倉が関係 した岡山市で は ，上記 の 全 国に お
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 樋

け る就学率 を上回 る100％弱の 高率 を示 して い た。

　 な お また ，明 治40 （1907）年 「師範学校ノ規定改正 二 付 キ注意事項」 （文部省訓令第 六 号 ）

が発せ られ ，師範学校 に 厂成 ル ヘ ク盲人 ，唖人又 ハ 心身 ノ 発育不完全 ナ ル 児童 ヲ教育 セ ン カ 為

特別学級 ヲ設 ケ之力教育 ノ方法 ヲ攻 究セ ン コ ト」 が要望 され る 。 こ の 要望 は ，各地 の 師範学校

に 対 し影響 を与える とともに ，障害児の 就学 に も影響を与え た もの と考 え られ る 。

　 こ うした教育情勢の もとで ，岡山県の 場合 ，明治41 （1908 ）年11月岡山県教育会 に よ っ て 盲

唖 院が 設立 され ，明治末年 に は ．岡山県下小学校就学児童 中男子 238名 ，女子 129名の 「身体

不具者 （盲 唖者 を除 く）」 が 在籍 して い た 。当時 ．同 県 の 女子師範学校 附属小学校 に は ，「劣

等児低能児」，「感官に故障を 有す る もの 」 及び 「視力聴力等の 薄 きもの 」が就学 して お り，同
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

校 は これ らの 児童に 対す る教育に 強 い 関心 と深 い 配慮 を示 して い た 。 男子師範学校 附属小学校

で も，女子校の それと大同小異で あ っ た と思われ ，男子師範学校勤務の 柏倉 は 、体操科専科教

員 として特 に 体操免除児童 に 強い 感心 を もつ よ うにな っ た もの と推論で きる 。

　以 上 の よ う に ，主 と して 教 育制度 の 変革を含む教育事情の 進展に よ り就学率が 向上 し，それ

に 伴 っ て 「劣等児低能児」，「盲唖児 」 な どとともに 病弱児や肢体不 自由児 も就学す るよ うに な

り．体操免除児童が顕在化 した の で あ る。つ ま り．柏倉 を して 学校体操 へ の 疑 問や 反省を生起

せ しめ た要因の 一
っ に ，当時の 教育 的環境 の 変容が あ っ た の で あ る 。

　第二 に考え られ る こ とは ，大正 2 （1913）年の 「学校体操教授要 目」 の 制定 とそ の 前後に お
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け る体育界動 向の 影響で あろう 。

　 前述の よ うに ，中川 は加納や川瀬 らの 影響 に つ い て 報告 して い るが ，次の よ うな柏倉の 報告

か ら ，そ の 影響 は少なか っ た もの と考え られ る 。 す なわち，彼 は 「ど こ の 学校へ 行 っ て も体操

時間 にな る と ，（中略） そ の 頃，私は r医療体操』 とい う言葉 を耳 に しま した 。 しか し，誰に

た ず ね て も分 りませ ん 。 」 と述べ て お り，そ の 頃 とは 日本体育会体操学校 を卒 業 した後年 の こ

とで あ っ た 。 さ らに
，

こ の 「『医療 体操』 に っ い て 知 り た い と願い な が ら，詳 しく知 り得 な い

で い る う ち に ，ふ と マ ッ サ
ージ と い う もの に 至 り （後略）」，そ の 後 4 年 間 こ の マ ッ サ

ージ法を

学ん で い る 。 こ の こ とは ，当時彼は そ の 内容 さえ も十分認 識 して なか っ た こ とを示す も の で あ

り ，学生 時代 に お け る加納や 川瀬 らの 影響が少な か っ た もの と言 わざるを得な い 。

　 明治40 （1907）年 9 月文部省及び 陸軍省共 同の 学校体操調査会 が発 足 し，同43 （1910）年 1

月 に漸 く 「学校体操統一案」 が完成 す る 。 翌年 9 月 に こ れが全国 中学校 に 配布 され ．大正 2

（1913 ）年 1 月 「学校体操教授要目」 と して 公布 さ れ る 。 か く して ，「明 治 19年以 来 の 普通 体
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 冊

操 ，兵式体操の 並 立 に終止符 が うた れ ，（中略）体操的な 領域 は ス エ ーデ ン 式 に統一 され た」

の で ある 。 こ の 要 目は ，「従来各学校 二 於 テ ハ 其 ノ 授 ク ル 所 区々 二 亘 リ，往 々 其 ノ 準拠 ス ル 所

二 迷 ヘ ル 観 ナキ ； ア ラ ズ 」 と の 反省か ら制定 され た もの で あ り，しか もそ の 性格 は ，「一 つ の

基準 ，参考資料 として 示 された もの で ，各地方 ，各学校の 特色 に基づ く具体的な教程すな わ ち
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 冊

カ リキ ュ ラ ム を作成する上 に必要 な手引き」 で あ っ た 。 なお ．指導上 の 注意 として ，「体操 ノ

教授 ハ 団体教授 二 依 リ，多数 ノ生徒 ヲ シ テ 共同的運動
一
セ シ ム ル ト同時二 ，常 二 各生徒ノ身体及

精神発達 ノ 状態 二 留意 シ適切 ナ ル 指導 ヲ為 ス ヲ要 ス 」 な ど，15項 目が掲 げ られて い た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 刪 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 晒

　 こ の 要 目の 作成 の 中心人 物で あ っ た永井道明 は ，著書や体操教 員講習会 ，あ る い は学校衛生

講習会 な どを通 じて 要目体操の 普及 に尽力 した 。 こ う した 当局の 努力に もか か わ らず，現場で

は ，旧態依然 の 指導が続い た 。 当時 の 指導 の 実態 に つ い て ，石橋 ・佐藤 らは ，「画
一

的で あ り，

且 つ 唯反復 の み に お ち い り，体操を実施す る者の 興味 を著 しく喪失せ しめ た」，さ らに また ，

「全 く旧習 を脱 しな い者や ，内心不 満を も っ て 白眼 視 して い る者や ，微温 的な態度 で 臨み ，余

り熱心 に 新体操 に とり組 まな か っ た者 な どもあ っ た」 と報告 して い る 。 こ の 現場に お け る指導

理 念や 指導法 の 混 乱は ， 有識者間 に 疑問 や反省を生 起 させ て も不 思 議で は な か っ た 。 例え ば ，

佐藤匡 は ，r体育』 誌 上 で 指導の 画一性を批判 し．「被教育者 の 心 身状態」 を考慮 した指導 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　  

必要性を訴 えて お り，また ，r日本学校衛生』誌 上 に お い て ，指導 の 画
一

性の 批判 と 「虚 弱 ナ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 四

ル 身体 ヲ 有 ス ル 個人」 に対 す る指導 の 欠如を指摘 した論稿 が掲載 され た 。

　付言 すれ ば ，こ の 混 乱を招 い た主 要な原因に は ， 「体操指導者の 能力や 知 的理解の 程度が 低

く （当時 は 陸軍の 下士官を相当数体操教師に あて て い た） ス ウ ェ
ー

デ ン 体操を十分 に 理解 す る

ま で に い た ら」 な か っ た こ とや ，要 目 の 基準性の 弱 さ，あ る い は就学率の 向上 に 伴 う教育問題

児童 や 体操 免除 児童 の 増 加 と い う新た な事態 に 対す る認識 と指導法 の 欠如 が あ っ た もの と考え

られ る 。

　以上か ら，柏倉 を して 学校体操に 疑問や反省を生起せ しめ た理 由の 一
つ に ，「学校体操教 授

要目」 の 制定 とそ の 後の 体育界 にお ける旧態 依然 の 指導姿勢を挙げる こ とが で き る の であ る 。

　2） 経 営 の 概要

　（1｝ 経 営 の 理 念 一 創立 趣意書 を中心 に

　柏倉は ，自分 の 姓 の
一字を と り柏学園 と名付 け ，先 に も触れ た よ う に ，大正10 （1921）年小
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石川区大塚仲 町36番地 18号 の 地 に て 開園 した 。 そ の 創立趣意書 には ，次 の よ うな 理念 が 散見 さ

れ た 。

　 ア ．人間 と して の 平等観　権利 と義務 に裏付け られた平等観が ，創立 の 根底 に 流れ て い た。

すな わ ち ，厂人 間 は皆，天 の 公 平 な 恩恵 に浴 して 幸福な 生 活 を送 っ て い く」 権利が あ り，「天

の 差別 な き監督の 下 に あ っ て 誰 も彼 も一視同仁」で あ る と主張 した 。 な お ，そ の 権 利 は ，「人

間の 互助的精神」 とい う義務に 裏付け られた もの で な けれ ばな らなか っ た 。

　 イ．社会福祉思想 　 「貧児 ，孤児 ，不良児 ， 病 者等の ため に い ろい ろな施設」 が で きた り，

また問題に な っ て い るときに ，肢体不 自由児の みが置 き去 りに な っ て い る現状に つ い て ．彼は

国家的立場か ら憂い て い る 。 そ の 憂 い の 背後に は ，「不具者に 対す る同情 の 念 」 と 「慈 母」 の

もつ あた た か い 人間愛 と い う原初的な 社会福祉思想が 存在 した 。

　 ウ ．機会均等の 受教育理 念　 こ の 理念 は．前述の 平等観 に 相通ず る理 念で もある 。 肢 体不 自

児 が 「国民教育 さえ も受 け る こ とが 出来な い 」 不幸を訴え ，等 しく 「国民 と して の 知識技能」

が授 けられるべ きで ある と主張 して い る。 そ こ に は ，近代的な機会均等の 受教育理念が うかが

わ れ る 。

　 エ ．現代 的な肢体不 自由教育観 　こ れ は ，学 園創立 の 主 軸とな っ た理 念で あ ろ う 。 彼 は ，趣

意書 の 終わ りに ，「学科教 師とマ ッ サ
ージ師と加 うる に医師」 の 「三者合一」 の 療育 を行 な い ，

「授か っ た技能に よ っ て 職業を始め 」 させ て 「社会の
一

員」 と して 貢献 させ る こ と を約 束 し，

こ の 趣意書 を結ん で い る 。 つ ま り，柏倉 の 目指 した こ の 教 育 ，医療及 び授産の 三 者統合 の 理念

こ そ ，現代的な肢体不 自由療育理 念 で あ り，換言すれ ば ，現代的な肢体不 自由教育観で あ っ た

と言 うこ とがで きる 。

　（2） 療育の 概要

　   　療育の 方針

　当初に お け る療育の 方針 （目的） は ， 「身体 の 不 自由 な る児童 に
， 小学校 の 課程 に 準 ず る教

育を 施 し，適 当な る場合に は ，専門 医師 に計 りて ，整 形外科的治療 を加え ，幾分な りと もそ の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

不便 を除 き，進 ん で 職業教育を授 け ，将来独立 して ，生業 に従事せ しむ る」 こ とで あ っ た。そ

の 後 ，昭和年代 に入 っ て 「手脚の 不 自由な る児 童 に小学校教育を授 け」 と，若干 の 修正 を 行 っ

て い るが ，当初か らの 方針 （目的） は変 わ らなか っ た 。

　収容定員は ， 園舎の 狭隘 さ もあ っ て 10名を もっ て出発 して お り，昭和 7 （1932） 年に教室を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

増築 し15名 に改め て い る 。 入園許可年齢 も当初 3 歳か ら16歳で あ っ たが ，後年 5 歳か ら16歳に

変更 して い る 。 「手脚の 不 自由な る児 童」 に つ い て ，r柏 学園第十三 年報』 は ，「
一 ，歩 け な い

者，手を自由に使はれな い 者 。

一
，手や 足 の な い 者 。

一，外見上醜 くて 普通 の 者と共学 させ ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

れ な い者 。

一，耳が 聞え て 言語を発せ られない 者」 と報告 して い る 。 また ，杉浦 は ，昭和20

（1945）年 まで に 78名を収容 した と し，「入園児 の 疾患 は ，開設 当初か ら脳 性麻痺 が 主 体で 全

体の 3 分の 2 を 占め」 て い た と報告 して い る 。

　以上の 児童 に対 し，小学狡 に 準拠 した教育と障害に 見 合 っ た職業教育を施 し，それ ら と並 行

して 障害を少 しで も軽減 させ るた め の 治療を 行な う，つ ま り，こ の 三 者の 統合が 療育 の 方針

（目的）で あ っ た 。

　  　教育課程

　柏学園の 「学科課程」は ，普通教育 に 準拠 し、しか も肢 体不 自由教育として の 独 自性を も加
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味 した もの で あ っ た 。 そ の 実例を掲 げる と ，以下の よ うで あ っ た。

　ア ．大 正 10年度 の 「学科課程」

一
， 当園児 の 課業 は 学課授業 と マ

ッ サ
ージ体操 と を 合せ て ，毎 日 5時間 と す る 。

一
，当園児 の 課業学課目左 の 如 し。

　　　第 1 表

第一時限 第二 時限 第三 時限 第四 時限 第五時限 第六時限 第七時限 第八 時限

学　　科 学　　科 学　　科 学　　科 学　　科 学　　科 手　　工 手　　工

第 2 表

第一時限 第 二 時限 第 三 時限 第 四 時限 第五時限 第六時限 第七時限 第八 時限

学 　　科 学　　科 学　　科 学　　科 学　　科 学　　科 手 　　工
体　　操
マ

ッ サージ

第 3表

第
一

時限 第二 時限 第三 時限 第四時限 第五時限 第六時限 第七時限 第八時限

手 　　工 手 　 　工 手　 ゴニ 手　　工 手　　工 手　　工
体　　操
マ

ッ サ
ージ

体　　操
マ

ッ サージ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

イ ．昭 和 8 年度 の 「学 科 課 程 」

一
，当園児 の 課業は 学科教授 と マ ッ サ ージ体操と を合せ て毎日 6 時間 とす

　　第 1 表

第
一時 限 第二 時限 第 三 時限 第四 時限 第五 時限 第六時限 第七時限 第八時限

学 　　科 同 同 同 同 同
体 　　操
マ ッ サージ

練　 　習

第 2 表

第
一

時限 第二 時限 第 三 時限 第四 時限 第五 時限 第六時限 第七時限 第八時限

学 　　科 同 同 同 同 同 手 　 　工 手　　工

第 3表

第
一

時限 第 二 時限 第 三 時限 第四時限 第五時限 第六時限 第七時限 第八時限

手 　　工 同 同 同 同 同
体　　操
マ

ッ サ
ージ

体　　操
マ

ツ サ
ージ

一，当園児 の 学科課業は左 の如 し。

　修身

　国語 （読方 、綴方 、書方）

　算術 （筆算、珠算）
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国史

地理

理科

図画

唱歌

体操 （治療体操、保健運動）

裁縫

手工 （治病的手工、技能的手工 ）

マ ッ サ
ージ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 翩

ウ ．昭和 12年度 の 「学科課程」

一
，当園児 の 課業 は 学科課業と治療課業を合せて 毎 日 7 時間 とす 。

一
，当園児 の 学 科課程 は 公 立学校 に 準す。

一，当園児の 体操及手工 は治療体操，保健運動，治療的手工 ，技能的手工 ，及 び マ
ッ サ

ージ とす 。

　以上 の よ うに ，同園の 「学科課程 」，つ ま り ，教育課 程 に は ，い くつ か の 特徴 が組 み 込 まれ

て い た 。 すなわち，そ の 一は ，学科課業 と治療課業を区別 して と らえ て い た こ と で あ り，そ の

二 は ，そ の 治療課業に体操 ，手工及 びマ ッ サ
ージ の 三 者が充当 されて い たこ とで あ り，そ の 三

は ，治療課業が 毎 日課せ られ るよ うに編成 され ，特に 体操 と手工 と の 名称 を変更 して 課 した こ

とで あ っ た 。

　 こ うした特徴 こ そ ，肢体不 自由教育の 独 自性 と も言わ れ る もの で あ っ た。一
方で 小学校教育

を 目指 し，一方で 治療課業を重視 しつ つ ，試行錯誤を繰 り返 して 徐 々 に そ の 療育形態を整 え て

い っ た同園 の 努力は ，高く評価 す べ きもの が あ っ た 。

　  　職員構成

　職員 と して ，顧問兼監督 ，園長 ，訓導 ，マ ッ サ ージ医療体操師，保母が 置かれ，後年 に は嘱

託 医と園芸担当員 も置か れ た 。 当初 ，顧問兼監督に東京大学医学部教授田代 義徳 ，園 長 に柏倉

松蔵 ，学科教師に 妻 と く，マ ッ サ ー ジ医療体操師に 柏倉 とい う陣容で 出発 した 。 そ の 後 ，大正

13 （1924）年 4月 に柏倉の 姪山 囗 ヨ シ ノ が保 母 と して増員 され ，昭和 8 年度に訓導織田寿男 ，

保母多田ブ イ ，保母代用菅沼み ね ，保母見習長橋 ハ ナ ヨ ，嘱託医 （小 児科）斉藤良象が増員 さ

れ ，ス タ ッ フ も充実 した 。 同12年度に は ，保 母見 習 1 名が 退職 （・昭和 15〈 1940＞年 4 月に 柏倉
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    

の 姪山ロ イ ク ノ を も っ て 当て る），園芸担当員 と して 山口 利喜弥 が採用 さ れ る。

　学園開設に 当た っ て 親族の 反対があ り協力 も得 られなか っ たが ，上記の よ うに ，同園 を陰 に

陽 に支えた の は ，妻と くや 田代は勿論の こ と ，柏倉の 親族 の 人 たちで あ っ た 。
こ う した点 もま

た ，同園経営の特徴の 一
っ で あ っ た と言えるだ ろ う。

　 3． 柏学園 の 体育教 育 一
そ の 実態 と 史的 意義 を 中心 に

　 1） 体操科教育

　（1） 体操科 の 位置づ け

　先 に も若干触れ たが ，柏学園で は ，当初か ら公立 小学校 に準拠 した教育 を指向 した の で ，そ

の 教育課程 も当然なが ら当時の 公立小学校 の 教育課程に 類似 した もの とな っ て い た 。 しか しな

が ら，学科目の
一

つ で あ る体操科は ，当時肢体不 自由児 に と っ て甚だ困難な学科と受 け取 られ 、
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公立小学校にお い て は体操免除と い う措置さえ講 じられ て い た の で あ る 。 こ の 体操科に関 して ，

同園 は，当初 「治病体操，保健体操」，後 年 「治療体操 ，保健運動」 と呼称 して 対応 し，先述の

よ うに ，治療課 業と して学科課 業と区別 して 教育課程上に位置づ けた の で あ る 。 こ の こ とは ，

欧米に お ける肢 体不 自由教育 の 実態を知 り尽 くして い た田代の 助言指導 の 結果 で あ っ た とも考

え られ るが ， 元体操科教員で経験豊 か な柏倉の 準拠の た め の ア イデ ァ で あ っ た と考 え て よ い だ

ろ う。 従 っ て そ の 治病 ・治療体操や 保健体操 ・ 運動 （以下 ，そ れぞれ治療体操 ，保健運動 とい

う） に も ， 同園独自の と らえ方がみ られ た 。 すなわ ち ， 治療 体操は t 四肢並 び に 嘔幹の 障害に

対す る治療 ，換言すれ ば ，大筋 肉主 体の 治療を 本体と して 行 な う体操 とと らえ られ て い た 。 ま

た ，保健運動 は ，主 と して身体 の 障害 の な い 部位 ，あ る い は障害 の 軽 い 児童 に 対 して 行な う普

通 体操及 び遊 戯運 動 と考 え られ て い た 。 な お ，こ の こ と と関連 した小筋 肉の 治療 ・機能訓練を

ね らい と して ，後述の ような多様な指導 が実践 されて い た こ とを付言 して おきたい
。

　同園 の こ うした体操科内容に よ る教育課程へ の 位置づ け は ，小学校教育 へ の 準拠の 手段 とも

受 け取 られ る点 もあ っ たが ，教育 と治療の 一体化 を図 る方法 と して ，そ の後設立 され た東京市
　 　 　 　 　 　 　 　   　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 囲

立光明学校 の 体操科や戦後 の 肢体不 自由養護学校の 「体育 ・機能訓 練」 に も踏襲 され て い っ た 。

つ ま り，戦後 の 肢体不 自由教育に お け る体育科の とらえ方や教育課程 へ の位 置づ け の 源流が ，

こ の 柏学 園 の 体操科 に み られ る の で ある。

　  　指導目標

　柏倉 は ，体操科の 目標 に つ い て 具体的 に発表 して い ない が ，「治療 が 第一
」 だ と して ，次 の

よ うな見解 を述 べ て い る 。

　 「理 想 を生かす と殺すとに 拘 らず治療だ。こ の 理 想を生かす も殺すも，先ず第一番に 現代 に お け る 範囲

の 病気治療法 に よ っ て ，自己の 身体障害を取 り除かね ばな らぬ 。 こ れ も又如何な る治療を施 した に して も，

正常 に な り得 な い 。又 な し得 な い とい う者 も起 っ て 来 る。（中略）私が こ の 処 に い うて い る の は ，お 進 め

も し，又望 ん蕎い る の も，身体に 障害の あ る者は幾位 で もよ い ，少し で もい い か らそ の 障害を 取 り除く と

い う事 で あ る 。 」

　前項で も触れ た よ うに ，教育課程 は学科課業 と治療課業の 二 者で 構成 され ，治療課業 は体操

科 （治療体操 ，保健運動），手工 科 （治病的手工 ，技 能的手工 ）及 びマ ッ サ
ージで あ っ た 。 治

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鵬

療体操及 び保 健運動は大 筋肉領域の 機能回復 ・改善をね ら い と し，治病的手工 は 玩具遊び ，筆
　 　 　　 Ooo　 　 　 　 　 　 　 鋤

記 （毛筆 ）
， 園芸な どの 活動 とともに 小筋肉領域 の 機能回復 ・改善をね ら い と して い た 。

マ ッ

サ
ージ とともに ，こ の 両者が相提携 し，治療の 目的が達成され るよ う考え られ て い た。とは言 っ

て も，柏 倉が重 度児の 治療 に関 して 「せめ て 独 りで 食事す る事 ，独 りで 大小便 の 用 を達 する事
　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　鰯
は ，是が 非で もして 置かね ばな らん 」 と述べ て い る よ うに ，そ の ね らい は ，個々 人 の 障害 （病

種や 病態 ） の 程度や発育 ・発達の 程度 ，あ る い は回復 ・改善の 程度によ っ て 異な り，治療法 と

と も に 多様で あ っ た 。

　また ，柏倉 は ，人間教育を重視 し，人間教育 もまた治療 の
一

つ とと らえて い た 。 彼 は ，詳細

に 個 々 人 の 「性情」を観察 ．把握 理 将来 自立す る に 当た 。 て 障害と な るよ うな 「性情」 を取
　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　鵬
り除 く指導を ，特 に集団生活 を通 じて 行 な っ た

。

　（3） 指導 内容 と方法

　  　治療体操
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　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　fm 
　治療体操 と して ，医療体操法．練習治療法及 びマ ッ サ

ージ法が 実施され た 。

　 A ． 医療体操 法と マ ッ サ
ージ法

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鋤

　医 療体操 に 関 して ，柏倉 は ，狭義に は姿勢矯正体操を ，ま た広義に は 整形外科的疾病 治療を

目的 とす る医療体操を考え ，両者を 区別 して と らえ て い た 。 最 も意を 注い だ の は後者で あ っ た

の で ，こ こ で は後者を検討の 対象 とする 。

　 こ の 体操は ，自動的 あ る い は体操 （以 下，体操 を省略す る），他動的運 動 ．補助的運動 及び

抵抗運 動か らな っ て い た 。
こ の 四運動に つ い て ，柏倉 は ，次の よ うに 説明 して い る 。

　 「自動的運動あ る い は体操と い う の は ，他人 に頼らず ，自分だ け の 力に よ っ て行 う事を い う 。 他動的運

動あ る い は体操と い う の は ，全 く他人 の 力 に よ っ て の み 行う事 。 補助的運 動 あ る い は体操 と い うの は ，病

者 も ，力 を 出 して 動 か す気 に な る一
方 ，こ れ に対 して ，術者 が ，目的 の 運 動が 出来易 い よ う に ，手 伝 い 助

けて や っ て 始 め て 目的 の 運 動 が 出来 る 事 を い う。 抵抗運 度あ る い は体操 と い うの は ，病者 自身 で 運 動 せ ん

と す る に 対 して ，術者は そ の 反対に 邪魔して 力を 入 れ さ せ ，運 動 しに くく抵抗 し屈げ よ う と す る 時 に 屈げ

させ よ な い よ うに ，伸 ば そ う と す る時 に 対 して は 伸 ば さ な い よ う に しつ つ 運 動 させ る事 を い 揃

　 なお ，他動的運動 に は ，矯正運動 （矯正治療） とマ
ッ サ

ージ法が含 まれ て い た。 こ の 矯正運

動 は ，「正 し い 形に す る治療法 」で あ り，「脚屈伸」，「ア キ レ ス 腱 」，「腰関節筋」，「膝 関節 」
　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　 o時
及び 「頸部」などの 治療に 適用 され た。また ，マ ッ サ ージ法は ，自動的運動 と 「両々 相離す事

の 出来 な い 治療法」 と考 え られ ，機能回復 ，不快感 や恐怖 感の 除去な ど の 目的で ，治療の 初め
　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 呱
と治療体操 の 直後に 行な われ た 。

　 こ の 治療体操に は ，幾 つ か の 器械器 具が使用 され た 。 そ の 主 な もの と使用 目的な ど は t 以 下
　　 　　 　　　 　 幗
の とお りで あ っ た 。

助木
…・…・・………・・……・…

膝 の 屈伸運 動 。

足踏機
・…・…・・・・・……・・……

脚 の 屈伸運動 ，体重 の 移動 。

エ キ セ ル サ イ ザ ー…………
上肢 の 届伸運動。

渡棒
・……・………・・………

徒 手歩行練習 の 次 の 段階 に おけ る 歩行練習。

渡棒 の 縄梯子………・・……・渡棒 で 歩行練習は で きる が ，足 が 上げ られず，姿勢が 悪 い と き ，竹か 木を 地

　　　　　　　　　　　面か ら適当な高さ に釣る し張 っ て ，渡棒の な か で足を上げな け れ ば な らな い

　　 　　 　　 　　 　　　 よ う に した も の で あ り，下肢 の 屈 伸 運 動 を ね ら っ た もの 。

四 輪車，三輪車，一輪車…四輪車 ，三 輪車 ，一輪車 の 順 で 歩行練習 を行 な う。

松葉杖，一本杖一………・…
独 り歩行の 不可能な 者 に お ける 歩行練習 に使用す る 。

ブ ラ ン コ
，

シ
ー

ソ
ー………

神経的 な 痙攣性 の 者 に 使用す る 。

　 B ． 練習治療法
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Ul⇒
　　練習治療法は ，厂練習教育」 と も呼ばれ ，児童 ・生徒が 自主 的 に 自分 自身で 行 な う こ とを

本体 と した治療法で ある 。 また ，こ の 治療法 は ，自動的運動 とも考え られ る もの で ，個 々 人 の

障害 （病種や病態）、発育 ・発達 ，ある い は回復 ・改善な ど の 程度 に応 じた適切 な方法で 課せ
　 　 　 鵬　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ale
られた 。 特 に ，歩行練習は ，毎 日運 動場で指導者の 監視の もとで実施 され た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 伽田

　な お ，こ の 治療 法に 用 い られ た玩 具 ，器械器具は ，次 の よ うな もの で あ っ た 。
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一

球 玉…・…・・………・・………
握 り機能 の 訓練 に 用 い

， 綿 を木綿 で ま る く包 ん だ 大小幾種類 もの 球。

木地鉄砲
…・……………・…・

手 の 機能訓練 に 用 い
， 木地工作を施 した空気銃 。

ウ チ ワ 太鼓
・………………・・

手 の 機能訓練 に 用 い ，大太鼓，木琴 ，鉄筋など音を伴 う物。

積木…・……………・……・…手の 柔軟性や 思 考力を養成する た め で ，積木遊びを い う。

輪 ……・・……・…・・・……・・・…手の機能訓練に用 い ，輪投げ用 の輪。

ボ ール …・・…………・………手を 目的の 方向に動か す練習や指先の 練習に 用 い ，ボーリ ン グ の よ うに ボ 」

　　 　　　　　　　　　 ル を こ ろが し，人形 な ど に あて る （球 こ ろが し）。

象の 鼻…・・…・……・…・・……
呼吸練習が目的 で ，囗 に する所は木 で ，笛式に な っ て い る。 先 に 飛び出 る鼻

　　 　　　　　　　　　 式 の 所 は ，狭 い 紙 の 袋式 に な っ て お り，ク ル ク ル と 巻き込ん で い る 。 息 を吹

　　　　　　　　　　　 き込めば，先 に 伸びて 行き，止めれば元 に 戻 る 。

足踏機
・……………・………・

幼児歩行器 の よ うな形を した もの で ，「コ 」 の 字型 の なか で ，ひ じを枠 に ひ

　　　　　　　　　　　 じを 支 え て 脚 の 屈 伸を 行 な う もの で ，柏倉が 考案 した。脚 の 屈 伸運 動，腰 や

　　　　　　　　　　　 膝の 運動，特IC体重 を伸ば した脚に乗せ 換 え る練習 に 用 い た 。

渡棒…・………一…・………・・平行 した 細 い 棒 の な か を，棒を持ちな が ら歩行練習を す る 。

そ の 他 ……………・…・…・…歩行 練 習 用 と して ，先 述 した よ う に，四 輪車，三輪車，一輪車 ，
遊 戯用 自動

　　　　　　　　　　　 車 ，松葉杖，一本杖な どが 用 い られ た 。

　以 上 の 三 法に つ い て ，柏倉 は ， 「こ の 三 法の どれが
一

番効果 が あ る とか ， な い か と言 う事の

出来 な い 三 法で ある 。 併 し不 自由者疾病の 種類 に よ っ て は ，こ の 三法の どれかを多 くす る必要

が ある が ，他の 一法は さ ほ ど必要で な い 。 こ の 反対icは練習治療だけ で も ， 目的を達す る事の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　髄

出来 る の は 当然起 っ て 来 る」 と総括 して い る 。
つ ま り，田代の 指導の もとで こ の 三 法 が ，複合

的あ る い は単独で 課せ られ たわけで あ る。 後年設立 された東京市立光明学校 に お い て も，こ の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鋤

三 法は ，それ ぞ れ主要な治療法の
一

つ に採用 され て い る 。 同校へ の 継承 の 有無 は別 と して ，わ

が 国の こ の 分野 に おける三 法 の 先導 的試行的実践を果 た し，か っ ，そ の 有効性 を立証 した意義

は大き く ， 高 く評価 して よ い だろ う。

　次 に ．具体的 な治療法に つ い て 概観す る 。 そ の 主要 な事例 を挙 げる とす れば，以下に掲 げた
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 til臼
上 肢 ま ひ と ，柏倉が特に精根を傾け た下肢 まひ （歩行不能） の 治療法 で あ ろ う 。

A 　上肢 片まひ の 治療法

　　i）　 マ
ッ サ

ージ　各指
一

本ずつ か ら始 めて ，上肢全体 に 及ぶ 。

　　ii） 他動的運動あ る い は 体操 （以下 ，体操 を省略），抵抗運動 （自動運動可能後 に 実施）

　　 （n 　指 の 屈伸運動

　　 ｛イ｝ 上肢の 屈伸運動　一で 肘を 屈 し，二 で肘を伸ばす。こ れを
一

か ら十ま で 行 な う。肘曲をげ た 姿

　　　 勢か ら，前，横，上 、下方に 屈伸運動を さ せ る 。

　　 ｛ウ） 肩 の 運動　肘を伸ば して 挙げ る運動 （前 に 挙げ る運動 ，横に 挙げ る 運 動 ，前 か ら 上 に 挙 げ る 運

　　　 動 ，横 か ら上 に挙 げ る運 動），前 か ら横に 開 く運 動 ，肩 を 大 き く回す運 動 。

　 iiD 自動的運 動

　　   　玩具治療 ，治病的手 工 　新聞紙破 り．太鼓，積木 ，球 玉 ，木地鉄砲 ，そ の 他 に よ る運動 。

　　 ｛a ） エ キ セ ル サ イ ザー
に よ る運動　 （後述）

b　 下肢 まひ ・歩行不能 の 治療法

　 D　 マ
ッ サ

ージ

　 ii） 仰臥姿勢 に よ る両脚 の 屈伸運動　右手で 左膝 の 下部 を上か ら軽 く握 る よ うに ，
・
左手 で 左足首 の や

　　 や 上 の 所を握 る。一で 膝を曲げ る。こ の 時 は 大腿 は床 に 垂直 に ，下腿 は 水平す な わ ち大腿 に 対 して
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　直角に す る 。 二 で脚を伸ば し，足関節は床に直角に保 つ よ う に して つ け る 。 こ の 届伸運動 に は ，矯

　正 運動 や 抵抗運動 も実施 さ れ る。

iii）立位 に よ る膝の 屈伸運動　両足で 押さ え ，両手を 取 っ て行な う 。

iの 助木に よ る膝の 屈伸 運動　術者は後方 に位置 し補助する 。 両手，片手の 順 で 行 な う。

v ） 足踏機 に よ る膝 の 屈伸運 動　交互 に 体重 を伸ば した 左 右脚 に 乗せ換え る こ とが ，こ の 運 動 の 主 眼

　 で ある 。

vi） エ キ セ ル サ イ ザ ーicよ る両手 の 屈伸運動 脚だけが 悪 い た め に 歩けな い の で は な く，全 身的 に故

　障が あ るか ら歩 け な い の で あ る。従 っ て ，歩け な い 脚の 運動 だ けで な く，上 肢 の 運 動 も必 要 な の で

　ある 。

一
つ の ハ ン ドル を両手 で 握 り屈伸す る。 こ の 場合 ，中途半端な屈伸 は効果的で な い

。

vii ）徒手歩行練習　術者 は 前方 ，側方 （右 ，左）の 順 に 位置 して 行なう。

viiime 棒歩行練習　渡棒 の 中央，端 の 順で 位置 して 始 め る。ま た ，握 り手 は 両手 ，片手 の 順 で 行な う。

　ももが 上 に挙げ られ な い 者に は ，縄梯子 な ども利用す る。

ix）車押し歩行練習　四 輪車，三 輪車，一輪車の 順で 押させ る。

x ） そ の 他 の 器 具 に よ る歩行 練 習 　車 押 し歩行 が 困 難 な 者 に は ，松葉杖 か一本杖 を 使 用 さ せ る。な お ，

　神経的な 痙攣性の 者 に は ，ブ ラ ン コ や シ
ー

ソ
ー

を活用 し，動揺に な さ れ る 。 ま た ，屋内で は ，藤椅

　子 ，丸 テ
ーブル を利用す る 。

　 障害の 程度 あ る い は病種 ・病態 に よ っ て施術に 軽重が あ り，施術部位 も異 な るが ，上記 の 事

例 か らも
一

般的な施術顯序 は ，次 の よ うで あ っ た 。

a 　 マ ッ サ
ージ法 ，治療体操法 ，練習治療法 （練習教育 ともい う〉の 順序で 行な う 。

b ．治療体操法は ．他動的 ，補助的 ．自動的 ，抵抗 の 順序で 課 す る 。 た だ し．そ の 間に 病種 に

　 よ っ て 矯正運動が加 え られ る 。

c　 施術 され る児童の 体位 は ，仰臥位 または伏 臥位か ら始 ま り，坐位 ，立位 へ と移行す る 。

　な お ，以 上の 三法 と関連 しで 柏倉は ，早期治mali9重障児治療轡観血 治療の 後療法12）マ ッ サ
ー

ジ と治療体操 との併用  者の 治療方針の 確立 と，ら錚獣 問教離 購 教晶 重要性を指摘 し

強調 した 。 特 に ．早期治療 と人間教育並 び に 知 識教育の 重 要性の 強調は ，肢体不児 由児対象の

公的学校の 緊要性を訴 えた もの とし て 注 目された 。 また ，重障児治療 は ，先述の 東京市 立光明

学校 に お い て もみ られ なか っ た経験で あ り，しか も近 年教育問題化 した事象で もあ り，そ の 経

験 は尊 く，高 く評価 され る べ きで あ ろ う 。

　  　保健運動

　当初保 健体操 と呼称 した こ の 保健運動 に 関 して は ，柏倉 自身余 り言及 して い な い 。 従 っ て 資

料も少な く推則 の 域を出な い が ， こ の 運 動は ，軽症 な部位 あ る い は軽症児童 に 課す普通体操型

の 運軌 款 澱 康児に もみ られ る固定施設遊び1  ズ ム 遊譜 ご 。 こ 遊 微 どの よ うな 舳

運動を総称 した もの と考え られる 。 い み ちくも柏倉は ，下記 の ように 自由な運動の 治療効果の

大な る こ とを 指摘 して い る 。

　 「正 常 の 子供以上 に ，外 に 出 して 自由な事を さ せ tt 運 動 を さ せ る よ う に しむ け た ら，弱 い 脚 も段 々 と丈

夫 に な る 事は請合謝
　 「子供 の 好 むような広 い 場所 で ，子 供 の 思 う存分や らせ られ るから，自然 に 全身的運動共 な り，従 っ て

目的の 治療運動 も，知らず知 らず の 内に出来る事に な る馳
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　 こ れ らの 指摘を参考に して ，強い て 保健運動の 意を 述 べ る とすれば，自然 の なかで 自由に行

なう心身 の 調和 と健康の 増進を目的 とす る全身運動 と も言え る。従 っ て後述の 行事的な体育的

諸活動 も ま た ，保健運 動的意 図の 強 い活動で あ っ た と思 われ る 。

　 2） 体 育的諸活動

．以下に 掲 げた よ うな体育 的な活動 が ．毎年度行事的 に実施 された 。

。 遠遣
゜

　 開園後 2 年 目に して 初め て 遠足が 実施 される 。 以後毎年実施 されたが ，車を利用 し見学 や 自
　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 剛
然観察に 歩行練習を兼ね た遠足 と，車 も利用す るが ，歩行練習や体 力の 養成 を目的とした 遠足

との 二 つ の 形態が み られ た。

b 旅翠
　上記の 遠足と同 じよ うな 目的で ，汽車を 利用 した旅行が実施され た 。 また ，登 山 も兼ね た旅

行 も実施 され た 。

c　 散歩 運 動

　散歩運 動 は ，主 と して 歩行練習を 目的 に ，個人 的，団体的 に 実施 された 。 また ，こ の 運動 に

は ，児童 を して 興 味 ・ 関心 を生起せ しめ るよ うな歩行以 外の 目標が設定 され て い た 。 例 えば ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 03φ
虫取 りや 花見 ．時 に は博覧会見学と称 して 散歩運 動を行な っ た 。 児童 は ，無意 識の うち に歩行

練習が で きた の で ある 。

d 水遊騨
　毎年 7 月か ら 8 月に かけ て ，水遊 びが近辺の 川で 実施 された 。

以 上の 学園外 に お け る体育的諸活動 の 実施 iま，「附添」 な 蠻 職員に と 。 て 決 して 楽 し、、 。

とばか りで は なか っ た 。 しか し．社会的自立 と い う最終 目的に 近づ くため に は ，社会生活 との

断裂を極 力避 け ，歩行能力を向上 させ ，併せ て社会生活の 実体験 を通 して 知 識教育 ・人 間教育

を推進 す る必要があ り，こ う した諸活動が きめ細か く実施 され た の で ある 。

V 　お 　わ 　 り　 に

　戦前の 肢 体不 自由児を療育 した柏学園に 関 して ，そ の 創設の 教育的背景 とそれ に 係わる二 ，

三 の 疑問 点，，そ の 経営の 概要 ，そ こ に 実践 された体育教育 の 実態とそ の 史的意義 な どを検討 し

て きたが ，若干の 所見 も得 られ た の で ，おわ りにそ れ らを ま とめ て 結語 と した い
。

　 1． 就 学猶予 ・免除が制度的 に漸次強化 されて い くなか で ，明治末期 に は ，当局 の 就学督励

策や 「小 学校令」 の 改正な どに よる教育政策の 推進 に よ り肢体不 自由児の就学が ，「劣等児 ・

低能児」の 就学 とともに顕現化 して い く。 こ うした児童 は，体操科の授業が軽減 ・免 除 された 。

大正期 に 入 っ て学校体操の 主流が ス ウ ェ
ー

デ ン 体操 へ と移 行 し，医療体操 へ の 関心 が高 ま り，

体操免除 児童 も矯正可能児童 と体操免除児童 とに 区別 され て い っ た 。 しか し，就学 した多 くの

肢体不 自由児は ，後者に 位置づ け られ体育教育の 圏外 に 置かれ て い た 。

　2． 学校 体操へ の 疑問及び体操免除児童 の 存在が柏倉 の 学園創設の 動機 とい う報告 もあ るが ，

こ れ らは創 設の 動機と して は副 次的で あ り，そ の 直接的な動機は東京大学医 学部整 形外科にお

け る肢体 不 自由児 に対 す る医療体操 に よ る施術事情で あ っ た と考 え られ る 。 また ，柏倉を して

学校体操 へ 疑問や 反省を生起せ しめ た要因 と して ，教育環 境の 変容 と ，要 目制定後 の 体育界に
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お け る旧態依然 と した 指導姿勢が考え られ た 。

　 3． 経営は親族 に よ っ て 支え られ て い たが ，そ の 理 念や 療育観 の 根底 に は ，現代的 な肢体不

自由教育観 が流れ て い た 。

　4． 体操科 は ，治療体操 ，保 健運 動 （当初 ，治病体操 ，保健 体操 ）と呼称 され ，小筋 運 動 の

機能回復 ・改善を ね らっ た治病的手工 に対 し，大筋 運動 の 機能 回復 ・改善を主体 と して 前者 と

と もに治療課業に 位置づ け られ る 。 こ う した体操科に つ い て の とらえ方や位 置づ けは ，戦後 の

肢体不 自由教育に も継承 されて お り，史的に も高 く評価 すべ きで あろう。 さ らに t 治療 体操で

は ，治療体操法 ，マ ッ サ
ージ法及び練習方法の 三 法を併用 し，わが国に お ける肢体不 自 由体育

の 先導的試行的実践に 努力 した こ と もまた ，意義の ある こ と で あ っ た 。

　 なおまた ，肢体不自由児の療育に 当た っ て ，早期治療 ，人 間教育 ，知識教育など も重要視 し，

重障児療育 の 実践 ・研究 に も取 り組 ん だ こ とは，現代的意 義 も大 き く，肢体不自由教育 史上注

目す べ きこ と で あ っ た 。
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  　荒川 勇 ・大井清吉 ・中野善達，前掲書 ，p ．94

（3） 東京市立光明学校設置が公教育と して の 嚆矢で あ り，従 っ て 昭和 7 （1932）年以前 を前史 と して 位置

　づ け るべ きで あ る が，こ こ で は ，柏学園開設時以前を前史と した こ とを前 も っ て 断わ っ て おき た い 。

｛4〕 神 田修 ・寺崎昌男 ・平原春好 （編），史料教育法，，学陽書房 ，昭 57 （第 7 刷），p．19

  　神 田修 ・寺崎昌男 ・平 原 春好 （編 ），前掲書 ，p．42

  　稲垣正利 ，「就学義務 の 免除猶予規程 に 関す る一考察
一

明治期に お け る成立 過 程 を 中 心 に 一 そ

　の （1）」，精神薄弱問題史研究紀要 ，第 6号 ，p ．24，昭43，稲垣 は 「『学制』 に は r就学義務規程』 が な い

　の で あ る か ら
，
r就学義務免除猶予規程 亅 も存在す る余地 が な い 。 しか し

， 第十 二 章の 規程 に よ っ て
，

　 父兄が就学 で きな い 理由を届出 て ，それが正当とみなされれば不就学 を認め られるの で あるか ら，実質

　 的 に は免除又は猶予 の 措置が とられた と考え られ る」と指摘 し、具体的 な 事例を挙げて い る。

（7） 神 田 修 ・寺崎昌男 ・平原春好 （編），前掲書 ，p．54

｛8） 国立教育研究所 （編）， 日本近代教育百年史 ，第 3 巻 ，国立教育研究所 ，昭49，pp ，1056− 1e57

（9｝神田修 ・寺崎昌男 ・ 平原春好 （編），前掲書，p，64

uor神田修 ・寺崎昌男 ・ 平原春好 （編），前掲書，　 p．67

Gll神田修 ・寺崎昌男 ・平原春好 （編），前掲書，　 p，79，な お ，昭和 16 （1941）年 の 「国民学校令」 に お い

　て も，「風癲 白痴又ハ 不具廃疾」 は 就学免除，「病弱又 ハ 発育不完全」 は 就学猶予 と 規定 され て い た （神

　田 修 ・寺崎昌男 ・平原春好 （編）， 前掲書 ， pp ．84 − 85） こ とを付言 して おきた い 。

膕　乙竹岩造 ，日本庶民教育史 ，下巻 ，目黒書店 ，昭 4 ，p，945

  　 「学 校 生 徒 の 身 体検査成績 」，児 童研 究 ，第 13巻第12号 ，p．434 ．明43，こ の 事例 は ，東京市各 区小学

　校 に お け る身体検査の結果で あ るが ，そ こ に は 「運動器病」 や 「畸形」 とい う病種が掲げられ て お り，

　肢体不 自由児 と思 わ れ る 児童 が 就学 して い た 。 な お ，こ の 事例を含む以下の 事例 に お い て ，原典 の 漢数

　字を算用数字 に ，漢字 を 当用漢字 に か え た 。

U4　 「大阪市低能児調査」，児童研究 ，第 15巻第 6 号 ，　 p ．187，明45 ，分類項 目 に は 「具」 とあ る が ，「不

　具 」 と思 わ れ る。

  　 「広島県に おけ る低能児童数」，児童研究，第 15巻第6 号 ，p．188，明45

0励　 「呉市の 低能児 」，児童研究，第15巻第 7号，p．221，明45

Qの　 「新潟県の 異 常 児 及 其取扱 」，児童 研 究 ，第15巻 第 8号 ，p．259，明 45
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一

  　 「群馬県低能児童数」，児童 研 究 ，第 15巻 第 8号 ，pp260
− 261，明45

側　 「岡山県低能児童数」，児童研究，第15巻第 9 号 ，p．293，明45

  　乙 竹岩造 ．「特殊教育問 題 」，日本 学校衛生 ， 第 1巻第 2 号 ， pp ．32 − 33
， 大 2

  　 「特殊 児童 の 教育」，児童研究，第 15巻第 11号 ，p．367 ，明45，同誌 に よ れば ，「文部省普通学務局 に

　 於て 最近 の 調査 に 依れば ，（中略）其 の 他 の 不具者二 萬七千 二 十 五 」 とあ る。

22 杉浦守邦 ， 山形県特殊教育史 ， 精薄 ・虚弱篇 ， 山形県特殊教育史研究会 ，昭53，p．44 ，杉浦は ，　r日

　 本帝国文部省第 三 十九年報 j の 報告 と比較 して ，77．8％ とい う統計値を報告 して い る 。

「

  　 「特殊 児 童 の 教育」，前 掲書 ，p．367

  　 「新潟市低能児等調査」，児童研究，第15巻第 6号 ，p．188，明45

  　 「広島県に於け る低能児童数」，前掲書，pp ．188− 189

  　田 辺 郁郎 。石 丸節夫 ，体育 上 の 病 理 と診断 ，都村有為堂 出版部 ， 大13，p ．362 ，著者 らは ，「未だ画
一

　 の 域を全 く脱 して ゐな い 」 と，現場 の 状況 を強 く批判 した 。

伽　真行寺朗生 ，異常児 の 病理 と矯正 体操 ，啓文社 ，大 15，pp ．9 − 13，真行寺 もま た ，「画
一

は 個 に 即す

　 る特性 を無視 し，
一

斉亦人形扱の 誹 謗を免れ ぬ 」 と，画一指導を強く批判 した 。

圏　北野与
一

，「日本 に おけ る 心身障害者体育の 史的研究 （第13報）
一

矯正 （医療）体操の 発展 過程に つ

　 い て
一

」，北陸体育学会紀要 ，第23号，pp ．7− 14，昭 61，北野 は 上記論文 で こ の 問題 に つ い て 詳論 し

　 て い る の で ，参考に さ れ た い
。

  　田 辺 郁郎 ・石丸節夫 ，前掲書，p ．362，な お ，真行寺 もまた ，田辺 ・石丸 らと 同 じこ と を述 べ て い る

　 （真行寺朗生 ，前掲書，p ．141）。

馳　北野与
一

， 前掲論文 ， p．14

Bl） 北野与
一，前掲論文 ，　 p．14

嫐　 r文部省 の 学生衛生問題調査」，児童研究 ，第 17巻第 4 号 ，p．157 ，大 2 ，こ の 調査 の 調査項 目の な か

　 に 「身体教錬法 （体操遊戯）と其免除 」 とい う項目が あ り，現場 に おけ る 障害児 や 疾病者の 免除事情 を

　 認知 して の 調査 で あ っ たもの と思われ る。

  林逸 ，「京都市学 校医会総会概 要 」，日本学 校衛 生 ，第 2 巻 第 6 号 ，p，447 ，大 3 ，こ の 林 の 報 告 は大 正

　 2 （1913）年12月 4 日開催さ れ た京都市学校医会幹事会に 関 した もの で ある が ，そ の な か に 「体操免除の

　件 右 は 遠藤幹事東京帝国大学 に て 謄写 した もの に て 之 を 印刷 し，各学校及校医 に 配布参考 に 供 す る こ と

　に決す 。 」 とあ る 。 そ の 詳細 は不明で あ る が ，早 くか ら こ の 問題 に 取 り組 んだ 京都市 の 動きは 注 目 され た 。

翩　柏倉 松蔵 ，肢体不 自由児 の 治療 と家庭及学校 ，柏学園 ，昭31 ，p，8，柏倉松蔵 ，「医療体操 に 就 て 」，

　体育学理研究会 （編），体育学理講演集 ，第 4 輯，pp ．8 − 10，大 11．柏倉松蔵 ，「医療体操 二 就行」，日

　本 学校 衛生 ， 第 9 巻第 3 号 ， pp ．50 − 63
， 大10

岡　田辺 郁郎 ・石丸節夫 ，前掲書 ，pp ．55− 126，263− 268 ，なお ，田辺 らの 功績 は，運動免除表を初 め て

　公 に し，西欧 の 矯正体操を紹介 した 点 に あ っ た。

鬮 真行 寺朗生 ，前掲書 ，pp ，7− 8 ，141− 145

  　東京市教育局学校衛生掛 ，「学校 に於け る不具児童 に 関する調査 」，学校衛生 ，第10巻第 10号，pp ．29−

　31，昭 5 ，こ の 調 査 の 正 式 な 名 称 は 「体 操 を 免 除 す べ き程 度 の 骨 関 節 並 に筋 肉 の 疾 病 異 常 を 有 す る児 童

　調査」 （昭和 5 ＜1930＞年 6 月実施）で あ り，東京市は こ の 年以降も継続的 に 調査 を続けた 。
こ の 当初

　の 調 査 で は t 約700名 の 該当児童 が い た 。

鯏 吉 田 章信 ，
「疾病異常通学者 の 鍛錬 に 就 て 」， 体育研究 ， 第 6 巻第 5 号 ，pp ．54 − 55 ，昭 14，吉 田 は，

　 こ の 報告 の に かで 運動免除表を提示 して い る。

翻　杉浦守邦，「柏学園に関する研究 （1）柏倉松蔵 ・と く夫妻に つ い て j，日本特殊教育 学会第 16回大会

　発 表 論 文 集，pp ．342− 343，昭53

ω　杉浦守邦，「柏学園 に 関す る 研究 （fi）学園 で 行われた教育及び訓練 の 実態 に つ い て 」， 日本特殊教

　育学会第 17回大会発表論文集，pp．344− 345 ，昭54

ω　杉浦守 邦，「柏学園 に 関す る研究 （皿 ）」，
日 本 特殊教育学会第 18回大会発表論文集 ，pp ．478 　

一
　479 ，昭

218

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

日本 に お け る心 身障 害者体育の 史的研究 （第 14報） 25

　 55

  　杉浦守邦 ，「柏学園 に 関す る研究 （IV）」．日 本特殊教育学会第 23回大会発表論文集 ，　 pp ．642 − 643 ，

　 昭60

鰌　中川
一

彦 ，「柏倉松蔵を育 て た日本体育会体操学校 」，日本特殊教育学会第18回大会発表論文集 ，

　 pp ．254 − 255　昭55

働　中川
一

彦 ，「柏倉松蔵 の 医療体操 に 関す る考 え方」，日 本特殊教育 山会第21回大会発表論文集，pp ．588−

　 589，昭 58

  　蒲原宏 ，「柏学 園 と創立者柏倉松蔵 ・と く夫 妻 に つ い て （上 ）
一

日 本最 初 の 肢体 不 自由 児 施 設
一

」，

　 日本医事新報，No ．2185，　 pp ．37− 38，昭41

  　蒲原宏，「柏学園 と創立者柏倉松蔵 ・と く夫妻に つ い て （中 ）
一

日本最初 の 肢体 不 自由 児施設 一」，

　日本 医事新報 ，No ．2186，　 pp ．51 − 54，昭41　　　　　　　　　　　　　　　　
’

  　蒲原宏 ，「柏学園 と創立 者柏倉松蔵 ・と く夫妻に つ い て （下 ）
一 日本 最初 の 肢体不 自由児施 設

一
」．

　 日本医事新報，No ．2187，　 pp ．57− 58，昭41

閲　宇留野勝弥 ， 肢体不 自由児 の 父柏倉松蔵 さ ん ，自刊 ，昭42，国立 国会図書館所蔵

（49　宇留野勝弥 ， 前掲書 ， pp ．20− 23

伍 　全国肢体不 自由養護学校長会 （編 ），肢体不自由教育 の 発展 ，日本肢体不 自由児協会 ，昭44 ，pp ，26 −

　 2851

｝ 石部元 雄，肢体不 自由児の 教育 ，  ミネ ル ヴ ァ 書房 、 昭50，pp ．28− 31，な お，石部 は T 「日 本肢体不

　 自由教育史素描」 （運動 。知能障害研究，第 1 巻 ，pp ．110− 111，昭45）で も柏学園問題 に触れて い る 。

働　村田茂 ，日本の 肢体不自由教育 の 発展
一 そ の 歴史的発展 の 展望，  慶応通信 ，昭52，pp．43

− 46

働 　宇留野勝弥 ，前掲書，pp ，5− 7

岡 　柏倉松蔵，前掲書 ，pp ．7 − 8

  　柏倉松蔵 ， 前掲書 ，pp ．12 − 14

驗　柏倉松蔵 ，前掲書，p．10

傷の　柏倉松蔵 ，前掲書，p．10

鬮　柏倉松蔵 ，前掲書 ，p．11

闘 　中川
一
彦 ，「柏倉松蔵を育 て た 日本体育会体操学校 」，前掲書 ，p．254

鬪 　中川 一彦 ，「柏倉松蔵 を育て た 日本体育会 体操学校 」，前掲書，p ．255

  　国立 教育研究所 （編），日 本近 代教育百年史 ，第 4 巻 ，学校教育 2 ，国立教育研究所，昭49，pp ．999 −

　 1005

  　国立 教育研究所 （編 ），前掲書 ， p ．1008

  　岡山市役所 （編 ），岡山市史，第 6 巻 ，  明治文献 ，昭50 （復刻版 ），p．4902 ，岡山市の 当時 の 就学率

　は ，以 下 の よ うで あ っ た 。

男　　　子 女　　　子 平　　　均

明 治 39 年 度 99．89 99．71 99．80

明 治 40年 度 99．92 99．64 99．80

明 治 41 年 度 99．84 99．68 99．76

大 正 7 年 度 99．72 99．78 99．75

翩 　文部省，特殊教育百年史，  東洋館出版社 ，昭 53，p．512

  　岡山市役所 （編），県掲書，p．4879 ，な お ，加藤康昭 は ，こ の 盲唖院設立前の 小学校 に お け る盲 ・聾

　児の 就学 と そ の 教育状況 に つ い て 報告 して い る （加藤康昭 ，
「日 本 の 障害児教育 に お け る 統合 へ の 志向

　
一

岡山県下小学校 の 盲 ・聾教育 に つ い て
一

」，特殊教育学研究 ，第 11巻第 3号 ，pp ．12− 23，昭49）。

  　児童研究，第 15巻第 9 号 ，p．293
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一

圃　児童研究 ， 第 15巻第 9号 ，p．293

  　国立教育研究所 （編），前掲書，pp ．1009− 1010，当然なが ら，就学率 の 向上 の 要因は，単 に教育制度

　 の 変革 の み で は な い 。 同書 に は
， 詳細 な 報告 が 論 述 さ れ て い る。

翻 　今村嘉 雄 ，日本体育史 ，   不昧堂出版 ，昭45，pp ．471− 472

  　今村嘉雄，前掲書 ，p．514 ，引用文は要 目の 前文 に 掲げられ た一節で あ る。

  　今村嘉雄，前掲書 ，p．514，前文 に は ，「該科教授上 ノ 参考 ； 供 セ シ ム ル 」 と述 べ られ て い る。

  　今村嘉雄，前掲書，p．516

  　永井道 明，学校体操要義 ，大 日本図書   ，大 2 ，こ の 書は，彼 の 代表的な書で あり，要 目の 内容や 精

　 神を知 る上で 貴重 な 書 とな っ て い る 。

  　石橋 武彦 ・佐藤友久 ，日 本 の 体操，  不昧堂書店，昭43 （増版 ），p ．166，例えば ，大正 2 （1913 ）年

　 の 全国中学校体操教員講習会が ある 。

  　石橋武彦 ・佐藤友久 ， 前掲書 ， p．166 ， 例えば ，大正 4 （1915）の 文部省学校衛生講習会 が あ る。

  　石橋武彦 ・佐藤友久 ，前掲書 ，p．166

  　石橋武 彦 。佐 藤 友 久 ，前 掲書 ，p．166

  　佐藤 匡，「斯か る体操果 して効果あ りや 」，体育 ，第238号 ，pp ．58− 59，大 2 ，佐藤は盛岡厨川小学校

　訓導で あ り，指導の 画
一性 の 改善を 訴 え た 。

  　 「体育 二 関 ス ル 疑義」，日本 学校衛 生 ，第 1巻 第 9号 ，pp．1
− 2，大 2 ，体操 の 指導 が 「主 ト シ テ 団体

　的本位 ナ ル ヲ以 テ ，虚弱 ナ ル 身体 ヲ有 ス ル 個人 は ，其犠牲 トナ ル ノ事実ア ル 」 こ とを指摘 した 。

  　石 橋 武 彦 ・佐藤友久 ，前掲書，p．166

  　柏倉松蔵，前掲書，pp ，17 − 21

働 蒲原宏 ，前掲論文 （中），p．52，蒲原 は ，こ の 趣意書 に 「新鮮 な ヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム 」 と宗教や イ デ オ ロ

　ギ
ー

に 偏 しな い 「教育愛」 が 流れ て い る こ とを 指摘 し，ま た ，「肢体不 自由児療育 の 根本 理念 は 全 て 後

　代 に 継承 されて 然 るべ きもの 」と高 く評価 して い る 。

  　柏倉松蔵，前掲書，p．21

圃　柏倉松 蔵 （編），柏学園第十三年報 ，（昭和 8 年度）， 柏学園 ，p．12，昭 9 ，こ の 変更 され た 期 日 は
，

　昭和 7 年 度頃 と思 わ れ るが ，定かで は な い 。

圃　杉浦守 邦，前掲論文 （皿）p．344

鬮 　柏倉松 蔵，前掲書 ，p．21 ，柏倉松蔵 （編），前掲書，　 p ．12

劭 　柏倉松 蔵 （編 ），前掲書 ，p ．12

  　杉浦守邦 ，前掲論文 （II）p ．344， 具体的 に 言 え ば ，脳性ま ひ53名 （67 ．9％）， 脊髄 性小児 ま ひ 8 名

　 （10．3％ ），脳水腫 ，進行性筋萎縮各 2 名 ，小頭症 ，脊椎破裂，脊椎 カ リ エ ス ，指畸型 ， て ん か ん 各 1

　名 ， 白痴 ， 不 明各 4 名で あ っ た。

附　柏倉松 蔵，前掲書，pp ．22− 23，原典 の 漢字を当用漢字 に かえた 。

  　柏倉松 蔵 （編），前掲書，pp ．12− 14，原典 の 漢字を当用漢字 に か え た 。

 1） 柏倉松 蔵 （編）， 柏倉園第十 七 年報 ，（昭 和十二 年度），柏学園 ，p．6 ，昭13

鰍　柏倉松 蔵，前掲書 ，p．24

附 　杉 浦守 邦，前掲論文 （1 ），p．343

醐　柏倉松蔵 （編），柏学園第十 三 年報 ， pp ．14 − 15

鬮　柏倉松 蔵 （編），柏学園第十七年報 ，p．7

  　杉浦守 邦，前掲論文 （D ，p．343

働 　結城拮次郎 （編），東京市立光明学校概要 ， 第 1 輯，東京市立 光 明 学 校 ．p．24，昭 7 ，同書に よ れ ば，

　同書に よ れ ば ，同校の体操科は 「矯正体操科」と呼称 され て い た 。

鮒　杉浦守 邦 ， 前掲論 文 （皿 ），p．642 ，杉浦 は ，治療体操 や 治病的手工 の 考 え 方が 「か っ て 養護学校 の 教

　育課程 で 採用 され て い た r体育 ・機能訓練亅 の 考 え に 近い もの 」 と報 告 して い る。

鯛　柏倉松 蔵，前掲書 ，p．241
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aee 柏倉松蔵 ，前掲書 ，　 pp．110
− 111

aDe柏倉松蔵 ，前掲書 ，　 pp ．162− 163

鋤　柏倉松蔵 （編 ），狛学園第十七年報，p．7

幽 　柏倉松蔵 ， 前掲書 ， p．91

鰤 　柏倉松蔵 ，前掲書 ，pp ．210 − 212

鯛　柏倉松蔵 ，前掲書，pp ．212− 216，243− 244，彼は，「低能の 者」 に 対 して もこ の 人闇教育 を怠 らなか っ

　 た 。

鵬　柏倉松蔵 ，前掲書，p ．188

鋤 　柏倉松蔵 ，前掲書 ，pp ．260− 272

  　柏倉松蔵，前掲書，pp．104− 105

姻 　柏倉松蔵，前掲書，pp ．129− 141

an　柏倉松蔵，前掲書，　 pp272
− 273

ell柏倉松蔵 ，前掲書 ，　 pp．175 − 185，杉浦守邦，前掲論文 （皿），　 p．345

鵬　柏倉松蔵 ，前掲書，pユ87

瞬 　柏倉松蔵 ，前掲書 ，p．188 ，「幼い 子供」 に は ，「玩具あ る い は 器具」 を ，成人 に 対 し て は ，「か く如 く

　や れとそ の 方法を教え ， その 方法を自分 自身で 」や らせ た e なお ，こ の 治療法 に は ， 筆記 （毛筆を含む）

　や 治病的手工 も含まれ て い るが ，こ こ で は省略す る。

a14 柏倉松蔵，前掲書 ，　 p．193 ，柏倉松蔵 （編），柏学園第十 三 年報 ，　 p．29，後者 に は ，「運動場 二 於 テ ハ

　 訃 ズ 五十乃 至百回 ノ歩行練習 ヲセ シ ム 」 と記 さ れ て い る。

価　柏倉松蔵 ，前掲書，pp ．157− 165，189− 193，そ の 他 ，同書掲載の 写真を参考に した。

ale 柏倉松蔵 ，前掲書 ，　 p．188

砌　結城捨次郎 （編），前掲書，第 1輯 ，pp ．55− 56，結城捨次郎 （編），光明学校紀要，第 2 輯，　 pp ．65−

　68 ，昭 8 ，前書 に よ れ ば，光明学校 で は ，障害 に 応 じて ，次 の よ うな 非観血的治療法 が 施 さ れ て い た 。

　す な わ ち ，
マ

ッ サ
ージ ，電気治療 ，治療体操 （当初 ，矯正体操），歩行練 習 ， 立位練 習 ， 弛走練 習 ， 玩

　具治療 ，砂枕矯正 ，太陽燈，日光浴 ，熱気浴 ，温浴 ，その 他 コ ル セ ッ トなどで ある 。 上記 の 歩行練習 ，

　立位練 習，弛走練習及び 玩 具練習 は ，柏学園 の 練習治療 に 当た る もの で ，電気治療 （柏学園 で 実施 して

　 い た ）を含む マ
ッ サ ージ．治療体操 及び練習治療 の 三法が ，主要な 治療法 とな っ て い た。

鰌 　柏倉松蔵 ，前掲書 ，pp ．77− 210 ，こ の 事例 は ，前書 に 掲載 さ
』
れた 各部を集約 した もの で あ る。な お，

　 こ こ で は ，非観血 的治療法 だ け を述 べ た。

el9柏倉松蔵，前掲書，　 pp ．243− 244，柏倉は ，「治療期は六 ，七歳位 は よ い 〈中略〉 こ の 年頃 よ り幼 い 児

　で も決 して悪い事は な い 」 と述べ て い る 。 ま た ，発育 。
発達 は治療効果と関連性が深 い こ と も指摘 して

　 い る 。

鱗　柏倉松蔵，前掲書，p．91，　 pp ．141− 156 ，193− 210 ，247 − 249 ，脳性 ま ひ あ るい は知 能障害を伴 っ た

　肢体不 自由児 の 治療を行 な い ，食事 や 大小便などの 生活指導 の 必要性を強調 して い る。治療効果 は知能

　と も関係 が あ る と指摘 し，「練習治療 」 の 効果 に つ い て も確認 した。

働 　柏倉松蔵 ，前掲書 ，p ．197，こ の こ とは ，同園設立 の 趣旨で もあ っ た。

吻 　柏倉松蔵 ，前掲書 ，pp ．272− 273，こ の こ ともまた，同園設立 の 趣旨の
一

っ で もあ っ た。

囲　柏倉松蔵，前掲書，p ．145，156，197，　 pp ．236− 237 ，柏倉は ，「医師の 診 断に よ る は 勿論で あ る が ，

　そ れ に対 して も，術者 も一定 の 方針を極め て 取 り掛か る 必 要 が あ る 」，「何処が一番悪 い か ，何処 を一番

　早 くよ くして や れ ば ，当人 の 将来幸福 に な るか と い う事を見定 め て 取 り掛らね ば な ら ぬ 」 と 述べ て お り，

　その 治療 は ， 「根気 よ く」，「気長 に 」努力すべ きヒ と を強調 して い る 。

麟　柏倉松蔵 ，前掲書 ，p．244 ，「低能 の 者 に 対 して は ，〈中略〉人間教育 は是非共 や らなければな らぬ 」

　と主張 し て い る。な お ，先 に も述べ た が ，「性情観察 」 も児 童 の 将来を考 え て の 人間教育 の 重要性 か ら

　生ま れ た もの で あ っ た 。

鵬　柏倉松蔵，前掲書，pp 、147− 148，「も し こ の 教育法を授 けて お か な か っ た ら，馬鹿 と い わ れ る よ うな
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　者は ，大方終 B ，パ カ ン として 何をする とい う意欲も起らず に ，成人 して い たに 違 い ない 」 と述 べ ，「知

　識教育 法を と っ て 来 た事は ，間違 っ て い なか っ たと結んで い る。

  　杉浦守邦 ，前掲論文 （fi　）p ．345，柏倉松蔵 （編），柏学園第十 三 年報，　 p ．17，両者の報告に よ れ ば，

　 シ ーソ
ー

は 大正11 （1922）年 に ，ブ ラ ン コ は昭和 8 （1933）年に そ れ ぞ れ購入 さ れ て い る 。

鵬 　柏倉松蔵，前掲書，p．39，柏倉松蔵 （編），柏学園第十三 年報 ，　 p ．23，前者 に は ，「唱歌を歌 い ，遊戯

　 を や り」 と記されて お り，後者 に は ，浅田政吉氏 よ り中古 オ ル ガ ン が寄贈 された旨の 記録 （昭和 8 〈1933

　 ＞年） が みられる。

鰡　柏倉松蔵 ，前掲書 ， p．243

晒 　柏倉松蔵 ，前掲書 ，p．156

鋤 　柏倉松蔵 ，前掲書 ，p．243

e3D 柏倉松蔵 ，前掲書 ，　pp ．38− 39，45− 46，54− 55

03Z 柏倉松蔵 （編），柏学園第十三年報 ，　 pp ．19− 23

  　柏倉 松蔵 （編），柏 学 園 第十 七 年報 ，pp ．9− 12

悩 　柏倉 松蔵 （編），柏学園第十 三 年報 ，pp ．19 − 26．柏倉松蔵 （編），柏学園第十七年報 ，　 p．9，2 時間30

　分 も歩行 させ て 例 もあ っ た 。

陶 　柏倉松蔵 （編），柏学園第十三 年報 ，p．20，柏倉松蔵 （編），柏学園第十七年報，　 p．1正

鮒 　柏倉松蔵 ，前掲書，p．39，同書 に は ，当初の 苦労が 述べ られ て い る 。
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